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序

序

静岡県小笠郡大東町は、昭和48年に町村合併で誕生した新しい町でしたが、この度の平

成の大合併により新しい市となり、平成17年3月末にその歴史に幕を閉じようとしてい

ます。

しかし、この土地の“歴史"は、もっと古くから始まり、これからも永遠に続いていく

ものであります。こうした中のほんの一角に“大東町"が存在したのであって、律令体制

下への組み入れ、藩幕体制下や行政区割りなどの変更があっても、長い歴史の中では常に

人々の暮らしが続いてきているものであります。

当地は気候温暖に恵まれ、古から人々が生活していたことが、発掘調査によって明らか

にされています。特に近年の開発事業等により、多くの遺跡の調査が行なわれ、少しずつ

ではありますが、当時の様子が解明されつつあります。こうした調査の終了後には、発掘

調査報告書が刊行され、消滅する遺跡の記録保存を行ってきました。

ここにお届けする[毛森山横穴群」も、農地造成事業の計画により、昭和51年に記録保

存のための発掘調査が行なわれた横穴群です。広大な区域の中で多くの横穴群が存在した

ことが記録されています。

しかし、様々な事情から報告書が作成されず、月日が流れました。このことは、当地の

古墳時代の歴史解明に支障をきたすことにもなりかねません。さらに、調査終了から長い

時間の経過の中、失われた資料やデータも多く、その詳細が不明な点も多くなりつつあり

ます。そこで、関係各位のご努力とご協力により、散逸しつつある資料を取りまとめて整

理し、ょうやく“報告書"という形で、発刊の運ぴとなりました。“発掘調査"とは、報告

書の発行をもって、はじめて“終了する"といわれております。本書は“概報"的な内容

であり、完全なる報告書ではないかも知れません。しかし、本報告書が大東町の古墳時代

解明への一助となれば幸いです。

最後になりましたが、当時の発掘調査に携わった多くの関係者の方々、そして、本書作

成のためにご指導やご尽力を賜った皆様方に、心より感謝申し上げ、「毛森山横穴群」の発

掘調査を終了いたします。

平成16年12月

大東町教育委員会

教育長中谷孝彦



ffd言

例目

1.本書は静岡県小笠郡大東町西之谷・中・田ヶ谷に所在した「毛森山横穴群」の発掘調査報告書で

ある O

2.発掘調査は、大東町毛森山地区農地造成事業に先立つ記録保存のため、昭和 51年 3月に実施さ

れた。

3.調査は大東町教育委員会が主体となり、調査員として故 鈴木規夫氏の指揮の下で実施され、遺構

の実測図面は松下利康、松下修、松下幸広、渡辺悟が担当している O しかし、調査日誌や詳細な記

録、その他の調査に関わる資料が無く、経過等発掘調査の様相は不明である O

4.調査後の資料整理も鈴木氏が行なっていたが、諸般の事情により中断した。このため報告書は刊行

されず、出土遺物のみが教育委員会に保存されてきた。

5.今般、鈴木氏のご家族のご理解により、鈴木宅に大切に保存されていた当時の遺構実測図等が町教

育委員会に移管されたため、本書の作成が図られた。

6.本書の作成については、町教育委員会が事業主体となり、 静岡人類史研究所に図面・遺物の整理

作業を委託した。

7.報告書作成にあたっては、町教委にも当時の記録が無く、調査終了から長い空白期聞が生じたため

データの消失があり、実測図面には標高の記載が無い。したがって、限られた資料に基づき、ここ

に報告書としてまとめたものである O なお、毛森山横穴群に隣接する田ヶ谷B横穴群も 3基が調査さ

れているので、その調査結果も掲載した。

8.本書の執筆と編集は大東町教育委員会社会教育課鬼津勝人が行い、 静岡人類史研究所 森威

史が補佐した。

9.本報告書をまとめるにあたり、当時の調査現場を訪れ遺物の実測を手掛けた足立順司氏から、出土

遺物の実測図の提供を受け編集指導を得たほか、鈴木宅から遺構実測図等が移管される際には、塚

本和弘氏のご尽力を賜った。ここに記して謝意を表したい。

10.本書に記載されている実測図面、出土遺物は大東町教育委員会が保管している O

毛森山横穴群遺構番号対照表

調査時の番号 現在の遺跡番号・名称・横穴番号 調査時の番号 現在の遺跡番号・名称、・横穴番号

1号 45 1-皆込横穴群 2号 17 -1号 42 欠下峠B横穴群 1号

2号 45 1皆込横穴群 3号 17号 42 欠下峠B横穴群 2号

3号 47 大恒A横穴群 1号 18号 40 ーの谷D横穴群 1号

4号 47 大恒A横穴群 2号 19-1号 40 ーの谷D横穴群 2号

5号 47 大恒A横穴群 3号 19号 40 ーの谷D横穴群 3号

6号 47 大恒A横穴群 4号 20号 41 欠下峠A横穴群 1号

7号 47 大恒A横穴群 5号 21号 40 ーの谷D横穴群 4号

8号 46 大恒B横穴群 1号 22号 36 薬師横穴群 1号
9-1号 49 ーの谷A横穴群 1号 23号 36 薬師横穴群 2号

9号 49 ーの谷A横穴群 2号 24号 36 薬師横穴群 3号

10号 49 ーの谷A横穴群 3号 25号 36 薬師横穴群 4号

11号 49 ーの谷A横穴群 4号 26号 36 薬師横穴群 5号

12号 49 ーの谷A横穴群 5号 27号 43 欠下峠C横穴群 1号

13号 39 ーの谷C横穴群 1号 28号 48 勝目ヶ谷横穴群 1号

14号 39 ーの谷C横穴群 2号 回ヶ谷中 1号 53 回ヶ谷B横穴群 1号

15号 39 ーの谷C横穴群 3号 田ヶ谷中2号 53 田ヶ谷B横穴群 2号

16号 39 ーの谷C横穴群 4号 回ヶ谷 2号 53 田ヶ谷B横穴群 3号

11 
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I 調査に至f，3;f.f#ft II J盟笠立地と歴史的環境 1. 遺跡の立地 2. 歴史的環境

I 調査に至る経緯
毛森山横穴群は、静岡県内では、その分布状況から“遠江の横穴群"という範酵の中のさらに、“菊

川流域の横穴群"に属し、横穴群が密集して所在する地域に存在する O

そもそも“毛森山横穴群"とは一つの群をなす横穴群ではなく、大東町中、西之谷、田ヶ谷という広

大な地域にまたがって存するそれぞれの横穴群を総称して一般的に“毛森山横穴群“と言っており、中

地区の内、この地域が古くは“毛森村"と呼ばれる地域に属し、小字名が毛森であるために呼称された

名称である。

ここに大東町毛森山地区農地造成事業(茶園造成)が計画され、工事に先立つ記録保存のための発掘

調査が、昭和51年3月に実施された。当時の町教育委員会では発掘調査が実施できる体制になかったた

め、当地域の考古学的発掘調査に精通していた鈴木規夫氏を調査員として依頼し、その指導の下で計画

区域に存する横穴群の発掘調査を実施した。

その後、鈴木氏は自らの手元で遺構実測図等の記録を整理し、報告書作成の作業が進められたが、諸

般の事情で報告書が刊行されなかった。そして、出土遺物の一部のみが教育委員会に保存されてきた。

こうして長い問、“毛森山横穴群"の詳細については不明であったが、一時に多くの基数を調査した当

横穴群の存在は、知る人ぞ知る横穴群であり、当地域の古墳時代の墓制を語る上で貴重な存在であるこ

とが考えられてきた。

このようにして長い空白期間が生じたため、当時、この一連の作業に関係した人も少なくなり、その

記憶の薄れと共に資料など失われた記録もあるらしく、また、こうした経緯も人づての聴き取りによる

部分も多く、その実状に差異があるかも知れない。

E 遺跡の立地と歴史的環境

1.遺跡の立地

毛森山横穴群は菊川の支川である佐東]11と亀惣川の流域に存在する O 横穴群が構築された丘陵部は浸

食が進みやすい地層で、緩やかな地形になり、丘陵の裾部には河川による U字谷が形成されており、そ

の谷毎に横穴群が分布している。横穴群の分布域は泥層や砂泥互層、あるいは凝灰岩層のように軟らか

く、横穴を構築し易い地層の分布域でもある O このような地層は掛川層群や蘇我層群に相当する。

横穴は尾根筋の直下で、東~南~南西の斜面に構築されているもの多い。

2.歴史的環境

大東町には縄文時代から近世にかけての遺跡が134ヶ所確認されている O

縄文時代の遺跡は大坂の三井山 E遺跡・山王遺跡、千浜の糸繰遺跡の3遺跡があり、発掘調査の行わ

れた糸繰遺跡からは縄文土器片・石錘・打製石鹸・磨石などが出土している O

弥生時代の遺跡は高瀬の高瀬遺跡、中方の中方遺跡、大坂の三井山 I遺跡・神田遺跡・報地遺跡、海

戸の兼情遺跡、千浜の糸繰遺跡の7遺跡があり、発掘調査の行われた兼情遺跡からは弥生時代後期後半

の土器を伴う周溝墓が16基確認されたほか、溝状遺構が40条、穴状遺構が30基、弥生土器片が10，871

点、石器が4点出土しており、近くに集落が存在していたことが推測できる O

古墳時代の遺跡としては、古墳が17基、横穴群が45ヶ所、遺物散布地が14ヶ所、窯跡が1ケ所の計

77ヶ所が知られており、特に横穴群が多いことが特色として挙げられる O 毛森山横穴群の周辺に分布す

る横穴群は、北東方向に在る山脇横穴群・興禅庵横穴群、北方向に在る猫田横穴群・田ヶ谷A横穴群・

火ヶ峰横穴群・玉体横穴群・明僧横穴群、北東方向に田ヶ谷C横穴群・下土方青谷横穴群・笹ヶ谷横穴

群・近江ヶ谷横穴群など、流域が異なる横穴群もあるが密集している。

中世から近世にかけての城館跡は49ヶ所が知られている。中世の地方豪族は平地や低丘陵の緩斜面に

館を構えていたが、ひとたび戦が起こると館は城の機能を果たさなければならず、防御施設として館の

四方を囲む堀と土塁を備えた。大東町域に在る館跡は入山瀬三郎館・八相寺館・長嶋河内守館・雑賀

館・土方氏館・国安館の6ヶ所が知られているが、八相寺館・土方氏館・国安館以外の館は消滅してい

るO 武士団の活動が活発化すると平地の館から山城に移行していく O 大東町域に在る山城は国指定史跡

の高天神城をはじめ、高天神城の攻防に関わる砦が27ヶ所在る O 中でも小笠山砦・火ヶ峰砦・能ヶ坂

砦・中村砦(中村城山) ・三井山砦(大坂砦・相坂砦) ・獅子ヶ鼻砦の6砦は、武田氏の拠点であった

高天神城を攻撃するために徳川家康が造らせたと言われる砦である。毛森山横穴群の東に獅子ヶ鼻砦が

在り、南に中村砦が在る O また、当時の武将の屋敷跡が10ヶ所、万鍛冶の屋敷跡が3ヶ所、代官屋敷や

八官庁などが2ヶ所在る O
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1ト

第 1図 毛森山横穴群の位置と周辺の遺跡分布図

出典 r大東町丈化財地名表・分布図』 大東町教育委員会 2001年

第 1表周辺の遺跡

番号 遺跡名 時代 所在地 番号 遺跡名 時代 所在地

23 城山遺跡 古墳 岩滑 60 玉体横穴群 古墳後期 中方

24 八ッ谷横穴群 古墳後期 岩滑字八ッ谷 61 火ヶ峰砦 中世 下土方、中

25 穴口横穴群 古墳後期 岩滑 62 丸山古墳 古墳 中方字近江ヶ谷

26 青木前遺跡 古墳 岩滑字青木前 63 笹ヶ谷横穴群 古墳後期 土方字笹ヶ谷

27 青木前2号墳 古墳 岩滑字青木前 64 土方氏館 近世 土方字堀之内

28 青木前 l号墳 古墳 岩滑字青木前 81 鎌田砦 中世 大坂

29 山脇横穴群 古墳後期 岩滑宇山脇 82 鎌田古墳 古墳 三井

30 興禅庵横穴群 古墳後期 岩滑字山脇 83 本勝寺裏横穴群 古墳後期 大坂

31 毛森山砦 中世 中 84 岡部丹波屋敷 中世 大坂

38 国京塚遺跡 中世 西之谷 85 宝屋敷 中世 川久保

50 西ノ谷砦 中世 西之谷 86 高天神兼明屋敷 中世 中

51 猫田横穴群 古墳後期 西之谷 87 帝釈山砦 中世 中

52 池田縫平屋敷 中世 中 93 山王遺跡 縄文 大阪

53 田ヶ谷B横穴群 古墳後期 田ヶ谷 94 山王山古墳 古墳 大坂
54 田ヶ谷A横穴群 古墳後期 田ヶ谷 124 下土方青谷横穴群 古墳後期 下土方

55 田ヶ谷砦 中世 中 125 明僧横穴群 古墳後期 岩i骨
56 惣勢山砦 中世 中 127 五塚山古墳 古墳 大坂

57 安威砦 中世 下土方 131 獅子ヶ鼻砦 中世 岩i骨、小笠町大石|
58 田ヶ谷C横穴群 中世 田ヶ谷 134 鎌田遺跡 古墳~近世
59 火ヶ峰横穴群 古墳後期 田ヶ谷 ezzz2l 毛森山横穴群

出典 r大東町丈化財地名表・分布図』 大東町教育委員会 2001年
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第 2図 毛森山横穴群の分布状況図
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E 調査の結果

1.横穴群の概要

遺跡地名表によれば、毛森山横穴群は 17支群137基からなる。すなわち、惜込横穴群 (3基)、大恒

A.B の 2支群 (9基)、ーの谷A~I までの 9支群 (97基)、欠下峠A ・ B.C の 3支群 (4基)、薬師横
穴群 (11基)、勝田ヶ谷横穴群 (1基)である O

今回調査した横穴は倍込横穴群が3基、大恒A横穴群が5基、大恒B横穴群が1基、ーの谷A横穴群が

5基、ーの谷C横穴群が4基、ーの谷D横穴群が4基、欠下峠A横穴群が1基、欠下峠B横穴群が2基、

欠下峠C横穴群が1基、薬師横穴群が5基、勝田ヶ谷横穴群が1基の合計32基である O

なお、毛森山横穴群に隣接する田ヶ谷B横穴群も 3基が調査されているので、その調査結果も掲載

した。

2 .各横穴群の遺構と遺物

各横穴の遺構と遺物は以下に示す通りである O なお、出土遺物の内、土器類の詳細については土器観

察表を参照して頂きたい。

①借込横穴群(第2図の45)

本横穴群は西南西に伸びる正陵の南斜面に構築され、 3基からなる O

1号横穴(第3図)

遺構 本横穴は3基の内最も西に位置

する O 玄室の主軸はN-160 
- Eを指

し、長さはl.05m、最大幅は1.96m、高

さは残存高がO.68mを測る O 平面形は

横長の楕円形を呈し、横断面形はアー

チ形を呈している O 床面は後世の撹乱

を受けており、埋葬施設は確認されて

いない。

羨道部は短く、羨門部に向かつて幅

を減じている O 長さ O.32m、玄門部の

幅O.83m、羨門部の幅O.68mを測る O

高さは天井部が崩落しており不明で、あ

るO 閉塞施設は残存していない。暮道

は長さl.08m、最大幅O.68mが残存し、

中央に浅い排水溝がある O

遺物遺物は出土していない。

2号横穴(第4図)
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第 3図 借込横穴群 1号横穴平面・断面図

遺構本横穴は3基の内、中央に位置する O 玄室の主軸はN-280 -Wを指し、長さは2.31m、最大幅は

3.32m、高さは1.59mを測る。平面形は三角フラスコ形を呈し、横断面形はドーム形を呈している O 床面

は後世の撹乱を受けており、埋葬施設は確認されていない。

羨道部は羨門部に向かつて幅を減じている O 長さ1.53m、玄門部幅1.39m、羨門部幅O.75mを測る O 高

さは天井部が崩落しており不明である O 中央に浅い排水溝がある O 閉塞施設は残存していない。暮道は

長さ 3.26m、最大幅1.62mが残存し、中央に羨道部から続く浅い排水溝がある O

遺物 遺物は須恵器の杯身が1点出土しているのみで、その杯身を図示した(第5!>g]) 0 

3号横穴(第6図)

遺構本横穴は3基の内、最も東に位置する O 玄室の主軸はN-120- Wを指し、長さは3.89m、最大幅

は2.32m、高さは残存高が1.53mを測る。平面形は丸底のフラスコ形を呈し、横断面形はアーチ形を呈

している O 床面は後世の撹乱を受けており、埋葬施設は確認されていない。

羨道部は羨門部に向かつて幅を減じていない。長さ 2.16m、玄門部幅O.86m、羨門部幅l.02mを測る O

高さは天井部が崩落しており不明である O 排水溝は無い。閉塞施設は川原石により封鎖され、下3段が

残存している。残存する封鎖石の高さはO.53m、範囲は0.83mx 1.84mである O

暮道は長さ 3.23m、最大幅2.58mが残存する O 排水溝は無い。

遺物 遺物は土師器の霊が1点出土しているのみで、その事を図示した(第7図)。
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2.各様Jt#の遺梼と遺物調査結果E 
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2.各横穴lfFの遺梼と遺物車査藍j喜一E 
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且丑謹五五三L 丘盤穴詳の遺袴と遺物

②大恒A横穴群(第2図の47)

本横穴群は南西に伸びる丘陵の南東斜面に構築され、 5基からなる O

1号横穴(第8図)

遺構 本横穴は5基の内、最も東に位置する O 玄室の主軸はN-60-Wを指し、長さは3.21m、最大幅

は3.40m、高さは最大高が1.92mを測る O 平面形は隅丸方形を呈し、横断面形はドーム形を呈している O

床面は羨道部に向かつて緩やかに傾斜する。

埋葬施設は玄室の主軸に並行した長軸をもっ3基の組合式石棺の堀方が残存している。主たる堀方は

中央に在る堀方で、内法は幅O.56m~ O.71m、長さ1.92mあり、北側の幅が狭い。堀方には長さ1.04m、

高さ O.26mの板状棺材が残っている。東側に位置する堀方は、中央に在る堀方より規模が小さく、内法

は幅0.46m~ O. 50m、長さ1.36mある O 西側に位置する堀方は、西側壁に付く「コ」の字状の堀方で、

中央に在る堀方より規模が小さく、内法は幅O.36m~ O.48m、長さ1.45mある O

羨道部は羨門部に向かつて幅を減じている O 長さ1.96m、玄門部幅1.45m、羨門部幅O.78mを測る。高

さは天井部が崩落しており不明である O 排水溝は無い。閉塞施設は川原石により封鎖され、下4段が残

存している。封鎖石の高さはO.63m、範囲は1.14mx 1.82mである。

B B' 

!> 1> 

B B' 

o 1 m 

-ーーー
!> !> 

第8園 大恒 A横穴群 1号横穴平面・断面図

遺物 遺物は須恵器片が22点(坪蓋片2点、口縁部片7点、体部片9点、底部片4点)、土師器片が21点

(口縁部片3点、体部片 17点、底部片1点)、鉄製品(大万片4点、万装金具片1点、鉄鉱2点、鉄器片4

点)が11点の合計54点出土している O なお、鉄鉱は羨道部で出土している O このうち、実測が可能な

須恵器の杯蓋2点、土師器の土甘1点、鉄鉱1点、刀装金具(錨)片1点の5点を図示した(第9図)。第9

図4の鉄鉱は箆被広鋒平造三角形式で、僅かに先端を欠いているが鍛身部の平面形状は三角形、関は角

-7  



E 調査結果三ι 主蓋Z童2遺産主童控

関である O 残存長は6.65cmある O 験身部の残存長は2.15cm、残存幅は3.20cm、箆被部の長さ 3.30cm、幅

0.70cm、茎部の残存長は1.20cmある o 5の錨片は鉄製で、残存長2.75cm、幅2.10cm、重ね0.18cmある O

，~ 3γ 一口
信 書恒 5 

‘===-
ロ 4 O 

|l lll  5cm 

第9図 大慣 A横穴群 1号横穴出土遺物

1 • 2 須恵器杯蓋、 3 土師器培、 4 鉄鋭、 5 錨片

2号横穴(第10図)

遺構本横穴は1号の西隣に位置する。玄室の主軸はN-70 
- Eを指し、長さは2.44m、最大幅は2.75m、

高さは残存高がl.72mを測る O 平面形は円形を呈し、横断面形はドーム形を呈している O 床面は羨道部

に向かつて緩やかに傾斜する。

埋葬施設は玄室の主軸に直交した長軸をもっ組合式石棺の堀方が1基残存している O 堀方の内法は幅

0.66m、長さ1.87mあり、中央より西側が撹乱を受けているが、長さ 0.32m~ 1.16m、高さ 0.16m~ 
0.32mの板状棺材が堀方の中に残っている O

;.--ー『

旦匂一一
I B' 

~ I:T 

:6μ「J 白

へいy.

I:T I:T 

第 10図 大恒 A横穴群 2号横穴平面・断面図

羨道部は羨門部に向かつて僅かに幅を減じている O 長さ 1.77m、玄門部幅1.18m、羨門部幅0.94mを測

るO 高さは天井部が崩落しており不明である O 排水溝は無い。閉塞施設は川原石により封鎖され、下2

段が残存している。残存する封鎖石の高さは0.25m、範囲は1.03mx 0.88mである。

-8-



且一週韮藍ま~丘主主主査C遺壁よ墨星空

遺物 遺物は須恵器片が19点(杯身3点、杯蓋2点、坪蓋片5点、短頚査の口縁部片2点、査の体部片4
点、口縁部片1点、体部片2点)、土師器片が9点(杯身2点、坪身片3点、高杯の杯部片1点、口縁部片

3点)の合計28点出土している O このうち、実測が可能な須恵器5点(杯蓋2点、坪身3点)、土師器3
点(坪身2点、高杯の均二部片L点)の8点を図示した(第11図)。

戸竺)1 戸「~2
ミ~3 乙~4 Ç~-7 
九二主~5 Uノ 6

o 5cm 

第 11図 大恒 A横穴群 2号横穴出土遺物

1 • 2 須恵器坪蓋、 3・4・5 須恵器杯身、 6・7 土師器材二身、 8 土 師 器 高 杯

3号横穴(第12図)

遺構本横穴は2号の西側上位に位置する O 玄室の主軸はN-120 
- Eを指し、長さは3.08m、最大幅は

2.90m、高さは最大高が1.90mを測る O 平面形は縦長楕円形を呈し、横断面形はアーチ形を呈している O

床面は羨道部に向かつて緩やかに傾斜する O

¥、-I ¥ ~、
ノ、L
M 、
11 

、、、、、、
も

旦\~一~
I:T 

旦iL;二:市
C' 

C ¥ } C' 

o 1 m 

B' 

@ 
I:T 

~ー;;;;;;;;J I:T I:T 

第 12図 大恒 A横穴群 3号横穴平面・断面図
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旦旦量当課 2.各横穴詳の遺梼と遺物

埋葬施設は玄室の主軸に直交した長軸をもっ組合式石棺の堀方が1基残存している O 堀方の内法は幅

0.56m、長さ1.93mあり、西側と南側が撹乱を受けているが、長さ 0.25m~ 1.86m、高さ 0.05m~ 0.10m 
の板状棺材の基部が堀方の中に残っている O 人骨・歯や耳環が棺の堀方と奥壁との聞から出土しており、

撹乱を受けていることが判る。

羨道部は羨門部に向かつて幅を減じている O 残存する長さ1.73m、玄門部幅1.48mを測る O 高さは天

井部が崩落しており不明である O 排水溝は無い。閉塞施設は川原石により封鎖されていたと思われ、川

原石が1個残存しているのみである。

遺物 遺物は須恵器片が14点(大要の体部片 10点、頚部片1点、体部片L点、底部片2点)、土師器片が

13点(杯身1点、士不身の口縁部片2点、口縁部片7点、体部片2点、底部片1点)、耳環が1点、鉄器片が

1点、歯が2点(門歯1本、犬歯1本)、人骨片2点の合計33点出土している O このうち、実測が可能な

土師器の杯身1点、耳環1点の2点を図示した(第13図)02の耳環は外径2.90cm、内径1.45cmを測るO

¥斗J 一。
0二二o2 

o 5cm 

第 13図 大恒 A横穴群 3号横穴出土遺物

1 土師器杯身、 2 耳環

4号横穴(第14図)

遺構 本横穴は3号の西隣に位置する O 玄室の主軸はN-320 
- Eを指し、長さは3.80m、最大幅は

3.76m、高さは最大高が2.00mを測る O 平面形は円形を呈し、横断面形はドーム形を呈している O 床面は

羨道部に向かつて緩やかに傾斜する O

B' B 

C 

!> !> 

B B' 

，
 ，
 
J
 

o 1 m 

-ーーー;;;l !> 1> 

第 14図 大恒 A横穴群4号横穴平面・断面図
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E 調査結果 2.多様yt詳の若様と遺持者

埋葬施設は玄室の主軸に直交した長軸をもっ組合式石棺の堀方が2基分残存している O 北側の堀方の

内法は幅O.64m~ O.68m、長さ 2.17mある O 南側の堀方の内法は幅0.48m~ O.50m、長さ1.82mあり、北

側に比べ規模が小さい。西側に両者を繋ぐ排水溝があり、東側には羨道部に向かう排水溝が掘られて

いる O

羨道部は羨門部に向かつて幅を減じている O 残存する長

さ1.69m、玄門部幅1.38mを測る O 高さは天井部が崩落して

おり不明である O 玄室に繋がる排水溝は無い。閉塞施設は

残存していない。

遺物 遺物は須恵器片が3点(短頚壷の口縁部片1点、体部

片2点)、土師器片が2点(口縁部片1点、体部片1点)鉄器

片が 1点の合計 6点出土している O このうち、実測が

可能な須恵器の短頚査の口縁部片1点を図示した。
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百
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器

h

j

宙山

↑
』
図
須

「
』

5

一・
4
E
E

-
第

O
ト』

5号横穴(第16図)

遺構 本横穴は4号の西隣で、 5基の内、最も西に位置する O 玄室の主軸はN-350 
- Eを指し、長さは

3.73m、最大幅は3.92m、高さは最大高が2.19mを測る O 平面形は円形を呈し、横断面形はドーム形を呈

している O 玄門が玄室の東側に寄っており、片袖式の玄室を思わせる。床面は羨道部に向かつて緩やか

に傾斜する O

埋葬施設は玄室の主軸に並行した長軸をもっ、 2基の組合式石棺の堀方が残存している O 主たる堀方

は西側に在る堀方で、内法は幅O.63m、長さ1.94mある O 堀方の中に長さ 0.48m、高さ O.36mの板状棺材

が残っている O 東側に位

置する堀方の内法は幅

O.18m ~ O.56m、長さ

2.24mあり、北側の幅が

極端に狭い。南側に側石

と床石の一部が残ってい

る。排水溝は見られな
B 

しミ O

羨道部は羨門部に向か

つて幅を減じている O 長

さ 2.30m、玄門部幅

1.65m、羨門部幅O.86m

を測る O 高さは中央で

1.45mある。排水溝は無

い。閉塞施設は川原石に

より封鎖されていたと

思われ、石が2個残存し

ている O

B 

o 1 m 

-孟ー

B' 

1> 

@ 
1> 

第 16図 大恒 A横穴群 5号横穴平面・断面図
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E 調査結果 2.各様;t詳の遺袴と遺物

遺物 遺物は須恵器片が3点(口縁部片1点、肩部片2点)、

人骨片が2点、鉄器片が2点の計7点、羨道部から須恵器が5

点(口縁部片4点、体部片1点)、土師器の体部片が1点の計

6点、前庭部から広口壷1点の合計14点出土している O この

うち、実測が可能な須恵器の広口壷1点を図示した。

③大恒B横穴群(第2図の46)

1号横穴(第18図)

本横穴群は大恒A横穴群と

同じ南西に伸びる丘陵の南西

方向に位置し、南斜面に構築

されている横穴の内の 1基で

ある O

遺構 玄室の主軸は N
290 

- W を指し、長さは

4.45m、最大幅は 3.48m、高

さは残存高が1.60mを測る O

平面形は丸底のフラスコ形を

呈し、横断面形はアーチ形を

呈している O 床面は撹乱を受

けており、埋葬施設は残存し

ていない。

J 

J ， 

〆
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~ 

o 1 m 
与孟孟;;;;;;;;;J
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1)> 

?cm¥ζLー./ 1 

第 17図 5号横穴出土遺物

1 須恵器広口壷

S' 

1)> 

S' 

@ 

1)> 

第 18図 大恒 B横穴群 1号横穴平面・断面図
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E 調査結果 2.各務1c詳の遺梼と遺物

羨道部は羨門部に向かつて聞いている O 長さ 2.98m、玄門部幅0.95m、羨門部幅1.28mを測る O 高さ

は天井部が崩落しており不明である O 排水溝は無い。閉塞施設は川原石により封鎖されていたと思われ、

石が5個残存しているが、元の位置とは考えられない。

遺物遺物は出土していない。

④ーの谷A横穴群(第2図の49)

本横穴群は北東に伸びる丘陵の南東斜面に構築され、 5基からなる O

1号横穴(第19図)

遺構 本横穴は5基の内、最も南西に位置する O 玄室の主軸はN-390 
- Eを指し、長さは1.41m、最大

幅は2.25m、高さは残存高が0.90mを測る O 平面形は横長の楕円形を呈し、横断面形はアーチ形を呈し

ている O 床面は撹乱を受けており、埋葬施設は残存していない。

羨道部は羨門部に向かつて幅を減じている。長さ1.10m、玄門部幅1.42m、羨門部幅0.62mを測る。高

さは天井部が崩落しており不明である O 排水溝は無い。閉塞施設は残存していない。

遺物遺物は出土していない。
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第 19図 ーの谷 A横穴群 1号横穴平面・断面図

2号横穴(第20図)

遺構 本横穴は1号の北東隣に位置する。玄室の南東部は撹乱を受けている。主軸はN-370 -Eを指

し、残存長は2.50m、最大幅は3.08m、高さは残存高が1.98mを測る O 平面形は隅丸方形を呈し、横断面

形はアーチ形をしている O 床面は前面部分に撹乱を受けているが、奥壁部分は残っており、そこから遺

物が出土している O

埋葬施設は玄室の主軸に並行した長軸をもっ組合式石棺の堀方が半分残存している O 堀方の内法は幅

0.58m、残存長0.73mある O 排水溝は見られない。

羨道部および閉塞施設は不明で、ある O

遺物 遺物は須恵器が9点(謹1点、杯蓋の口縁部片1点、杯

身の口縁部片 1点、口縁部片2点、肩部片2点、体部片2点)、

土師器の体部片が1点の合計10点出土している O

この他に人骨片も出土している O このうち、実測が可能な須恵

器の畳 1点を図示した。

にd，
o 5cm 

第 21図 2号横穴出土遺物

1 須恵器畳
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ーの谷 A横穴群 2号横穴平面・断面図
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第 22図
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C' 

B 

C 

3号横穴(第22図)

遺構本横穴は 2号
の北東隣に位置する O

玄室の主軸は N-
310 

- Eを指し、長さ

は4.18m、最大幅は

3.45m、高さは最大高

が2.12mを測る O 平

面形は丸底のフラス

コ形を呈し、横断面

形はドーム形を呈し

ている O 床面は羨道

部に向かって緩やか

に傾斜する O

埋葬施設は玄室の

主軸にほぼ並行した

長軸をもっ組合式石

棺の堀方が 1基残存

している O 堀方の内

法は幅 O.65m~ 

O.70m、長さ 2.02mあ

るO 堀方の中に長さ

1.20m ~ 1. 23m、高さ

O.16mの十反j犬棺キオの

基部が残うている O

排水溝は見られない。

羨道部は羨門部に

向かつて幅を減じて

いる O 長さ1.42m、

玄門部幅1.49m、羨

門部幅1.10mを測る O

高さは天井部が崩落

しており不明で、ある。



E 調査結果 2.各横穴詳の遺梼と造物

排水溝は無い。閉塞施設は残存していない。

遺物 遺物は須恵器片7点(躍の体部片が1点、杯身1点、高坪1点、広口壷の口縁部片1点、口縁部片

3点)、士師器が28点(壷の頚部片3点、歪L点、口縁部片6点、体部片16点、底部片2点)、鉄鉱片4点、
鉄器片5点の合計44点出土している O この他に占いに使用したと思われる亀甲片も出土している O この

うち、実測が可能な須恵器2点(杯身1点、高杯1点)、土師器の歪L点を図示した(第23図)。

¥一g:

子h

，/;¥2  

1 

第 23図 ーの谷 A横穴群3号横穴出土遺物

須恵器坪身、 2 須恵器高杯、 3 土師器

4号横穴(第24図)

遺 構本横穴は3号の北東隣に

位置する O 玄室の主軸は N -

70 
- Eを指し、長さは1.18m、

最大幅は1.81m、高さは最大高

が1.22mを測る O 平面形は横長

の隅丸方形を呈し、横断面形は

尖頭アーチ形を呈している O 床

面は撹乱を受けており、埋葬施

設も残存していない。玄門部に

ある浅いj茸は後世のものと思わ

れる O

羨道部は羨門部に向かつて僅

かに幅を減じている。長さ

1.40m、玄門部幅1.41m、羨門

部幅1.12mを測る。高さは天井

部が崩落しており不明である O

排水溝は無い。閉塞施設は残存

していない。

遺物 遺物は出土していない。

旦 互

1):. ④ 
B B' 

豆Oc
イヤ寸寸寸アTナrn-ナ干

o 1 m 

-一ーーー
1):. 

3 

翠

1):. 

第 24図 ーの谷 A横穴群4号横穴平面・断面図

5号横穴(第25図)

遺構 本横穴は5基の内、最も北東に位置する O 玄室の主軸はN-350-wを指す。前面が崩壊してい

るため残存長は 1.42m、最大幅は2.68m、高さは残存高が1.48mを測る O 平面形は横長の楕円形を呈し、

横断面形はドーム形を呈している O 床面は撹乱を受けており、埋葬施設は残存していない。

羨道部および閉塞施設は不明である O

遺物 遺物は鉄器片が1点出土しているのみである O

15 



E 調査結果 2.盆壁Z詳の遺棒と遺物
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第 25図 ーの谷 A横穴群 5号横穴平面・断面図

⑤ーの谷C横穴群(第2図の39)

本横穴群は北東に伸びる丘陵の南東斜面に構築され、 4基からなる O

1号横穴(第26図)

遺構本横穴は4基の内、最も北東に位置する O 玄室の主軸はN-170 -Eを指し、長さは3.22m、最大

幅は3.15m、高さは1.95mを測る O 平面形は隅丸方形を呈し、横断面形はドーム形を呈している O 床面

は羨道部に向かつて緩やかに傾斜する O

埋葬施設は玄室の主軸にほぼ並行した長軸をもっ組合式石棺の堀方が1基残存している O 堀方の内法

は幅O.75m~ 0.82m、長さ1.98mあり、北側の幅が狭い。排水溝は見られない。

羨道部は羨門部に向かつて幅を減じている O 長さ 2.17m、玄門部幅1.74m、羨門部幅1.28mを測る O 高

さは中央部で1.25mある O 排水溝は無い。閉塞施設は川原石により封鎖され、下1段が残存している O

残存する封鎖石の高さはO.19m、範囲は1.03mx 1. 52mである O

遺物 遺物は須恵器片が47点(大蓋の口縁者向、ら体部片39点、体部片7点、底部片1点)出土している O

このうち、実測が可能な須恵器の大童の口縁音防ミら体部片1点を図示した(第27図)。

2号横穴(第28図)

遺構本横穴は 1号の南西隣に位置する O 玄室の主軸はN-440 
- Eを指し、長さは1.05m、最大幅は

1.66m、高さは最大高がO.90mを測る。平面形は横長の楕円形を呈し、横断面形はアーチ形を呈してい

るO 床面は平らで牒が柄鏡状に1.20m x O.80mの範囲で敷かれている。棺座となる喋石は不明である O

排水溝は見られない。

羨道部は羨門部に向かつて幅を減じていない。玄室の床面より一段低く掘り込まれている O 長さ

1.38m、玄門部幅1.03m、羨門部幅1.05mを測る O 高さは天井部が崩落しており不明である O 排水溝は無

い。閉塞施設は残存していない。

遺物 遺物は土師器が6点(皿3点、体部片3点)、鉄器片1点の合計7点出土している O このうち、実測

が可能な土師器の皿3点を図示した(第29図)。

-16-
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第 26図 ーの谷 C横穴群 1号横穴平面・断面図
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第 28図 ーの谷 C横穴群 2号横穴平面・断面図
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E 調査結果 2.多様1C#の遺袴と遺物

O 1Ocm 

第 27図 1号横穴出土遺物

1 須恵器 大蓋口縁部~体部片

て ~〆;

~I J: 

て 量Bヨグ3

o 5cm 

第 29図 2号横穴出土遺物

1-3 士師器皿



E 調査結果 2.各横穴詳の遺棒と遺物

3号横穴(第30図)

遺構 本横穴は2号の南西隣に位置する O 玄室の主軸はN-460 
- Eを指し、長さは2.54m、最大幅は

2.55m、高さは最大高が1.98mを測る。平面形は隅丸方形を呈し、横断面形はアーチ形を呈している O 床

面は撹乱を受け、組合式石棺の棺材が玄室の東側に散乱し、堀方も確認されていない。また、排水溝も

不明である O

羨道部は羨門部に向かつてやや幅を減じている O 残存する長さ 0.86m、玄門部幅1.26mを測る O 高さ

は天井部が崩落しており不明で、ある O 閉塞施設は残存していない。

遺物 遺物は須恵器が4点(杯蓋1点、口縁部片1点、体部片2点)、土師器が1点(小型壷1点)の合計

5点出土している O このうち、実測が可能な須恵器の杯蓋 1点、土師器の小型壷 1点を図示した

(第31図)。

0'句、hr 、
/1 .. 
11 、

B 

B 

¥ C 

B' 

[> [> 

ー

c I 1 C' 

一
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第 30図 ーの谷C横穴群 3号横穴平面・断面図

戸干、 1

o 5cm 

第 31図 ーの谷 C横穴群 3号横穴出土遺物

1 須恵器坪蓋、 2 土師器小型壷
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E 調査結果 2.各横穴詳の遺梼と遺物

4号横穴(第32図)

旦。旦遺構本 横穴は3号の南西隣で、

4基の内、最も南西に位置する O

玄室の主軸はN-550 
- Eを指

し、長さは1.86m、最大幅は

1.25m、高さは最大高が1.12mを

測る O 平面形は縦長の隅丸方形

を呈し、横断面形は尖頭アーチ

形を呈している O 床面は羨道部

に向かつて緩やかに傾斜し、

I:T穆 I:T

礁が0.90mx 1.10mの範囲で敷か

れている O 床の前半分は一段低

く掘り込まれ、 JII原石が3個散乱

している O 棺座となる蝶石であ

るのか、封鎖石であるのかは不

明である O 排水溝は無い。

宣-ur-旦

~ー-----一一一一一ーー一-------\
o 1 m 

-ー孟司 I:T I:T 

羨道部は羨門部に向かつてや

や幅を減じている O 残存する長

さ0.78m、玄門部幅0.82mを測る O

高さは天井部が崩落しており不

明である O 玄門部には主軸に直

交する溝があり、その溝に続く

溝が羨道部の中央を開口部に向

かつて掘られている O
第 32図 ーの谷 C横穴群4号横穴平面・断面図

遺物遺物は出土していない。

⑥ーの谷D横穴群(第2図の40)

本横穴群は北東に伸びる丘陵の南

東斜面に構築され、 4基からなる O

1号横穴(第33図)

遺構本横穴は4号の南西に位置す

るO 玄室の主軸はN-70 
- Eを指

し、長さは1.87m、最大幅は2.13m、
高さは残存高が1.56mを測る O 平面

形は方形を呈し、横断面形はアーチ

形を呈している O 床面は羨道部に向

かつて緩やかに傾斜する O

埋葬施設は玄室の主軸に直交した

長軸をもち、奥壁に付く形の組合式 ， 

B 

B 

石棺の堀方が残存している。堀方の τ手℃点fτ，

内法は帽0.66m~ 0.73m、長さ 1刀 m 一仁と点~
ある。中央に、羨道部に向かう排水 、4 合以

溝が掘られている O

羨道部は羨門部に向かつて幅を減

じている O 長さ1.43m、玄門部幅

1.29m、羨門部幅0.84mを測る O 高

さは天井部が崩落しており不明で、あ

るO 玄室に繋がる排水溝は無い。閉

塞施設は川原石により封鎖され、下

4段が残存している O 残存する封鎖

石の高さは0.64m、範囲は0.98mx o 1 m 
1.12mである O ー孟孟孟耳

B' 

I:T @ 1 :t 

B' 

~立ミ主、\

I:T I:T 

第 33図 ーの谷 D横穴群 1号横穴平面・断面図
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旦J盟遁果 2.各横穴#の遺待と遺物

遺物 遺物は須恵器片が2点出土している O このう

ち、実測が可能な須恵器の高杯の接合部1点を図示

した(第34図)。 ? 心吋fJ
2号横穴(第35図)

遺構本横穴は4基の内、最も南西に

位置する O 玄室の主軸はN-450 
- E 

を指し、長さは O.92m、最大幅は

1.30m、高さは最大高がO.90mを測る O

平面形は横長の楕円形を呈し、横断面

形はアーチ形を呈している O 床面は羨

道部に向かつて緩やかに傾斜する。埋

葬施設は残存していない。

羨道部は羨門部に向かつて幅を減じ

ている O 長さ1.25m、玄門部幅O.88m、

羨門部幅O.66mを測る O 高さは天井部

が崩落しており不明である O 排水溝は

無い。閉塞施設は残存していない。

遺物遺物は出土していない。

3号横穴(第36図)

遺構本横穴は1号の南西に位置する。

玄室の主軸はN-430 
- Eを指し、長

さはO.96m、最大幅は 1.42m、高さは最

大高がO.94mを測る O 平面形は横長の

楕円形を呈し、横断面形はアーチ形を

呈している O 床面は羨道部に向かつて

緩やかに傾斜する O 埋葬施設は残存し

ていない。

羨道部は羨門部に向かつて幅を減じ

ている O 長さ1.30m、玄門部幅l.08m、

羨門部幅O.74mを測る O 高さは中央部

でO.83mある。排水溝は無い O 閉塞施

設は残存していない O 暮道は長さ

2.38m、最大幅2.22mある O

遺物遺物は出土していない。

第 34図 ーの谷 D横穴群 1号横穴出土遺物

1 須恵器 高杯の接合部

旦己旦
~@ 1)> 

S' 

旦 O~
/?アアア¥

I ペ ノミ

札 ア

タ己主む
o 1 m 

-一一一;;;;j 1)> 
第 35図 ーの谷 D横穴群 2号横穴平面・断面図
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第 36図 ーの谷 D横穴群 3号横穴平面・断面図
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4号横穴(第37図)

遺構本横穴は 1号より少し

離れた北西に位置する O 玄室
の主軸はN← 450 

- Eを指し、

長さは1.32m、最大幅は1.48m、

高さは最大高が1.20mを測る O

平面形は円形を呈し、横断面

形はアーチ形を呈している O

床面は撹乱を受けており、埋

葬施設は残存していない O

羨道部は羨門部に向かつて

幅を減じている O 長さ1.33m、

玄門部幅 O.89m、羨門部幅

O.65mを測る O 高さは中央部

でO.97mある O 排水溝は無い。

閉塞施設は残存していない。

遺物遺物は出土していない。

旦呈壁進呈ーム丘畳主星空草壁左差主主

旦O~
- 1)> 

B s' 

主口豆

o 1 m 

-ー孟副 1)> 1)> 

第 37図 ーの谷 D横穴群4号横穴平面・断面図

⑦欠下峠A横穴群(第2図の41)

ーの谷D横穴群の西に位置

し、 1基が調査された。

1号横穴(第38図)

遺構本横穴は、ーの谷D横

穴群3号横穴の西に位置する。

玄室の主軸は N-480-wを

指し、長さは 2.00m、最大幅

は2.68m、高さは最大高が

1.46mを測る O 平面形は横長

の楕円形を呈し、横断面形は

アーチ形を呈している O 床面

は撹乱を受けており、埋葬施

設は残存していない。

羨道部は羨門部に向かつて

帽を減じている O 残存する長

さO.94m、玄門部幅1.18m、高

さは中央部で1.20mを測る O

排水溝は無い O 閉塞施設は残

存していない。

遺物遺物は出土していない。
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o 1 m 
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第 38図 欠下峠 A横穴群 1号横穴平面・断面図
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⑧欠下峠B横穴群(第2図の42)

欠下峠A横穴群の西で、東に伸びる丘陵の南斜面に構築され、 2基からなる O

1号横穴(第39図)

遺構本横穴は2基の内、東側に位置する O 玄室の主軸はN-310-Wを指し、長さは2.61m、最大幅は

4.25m、高さは残存高が2.44mを測る O 平面形は横長の楕円形を呈し、横断面形はドーム形を呈している O

床面は羨道部に向かつて緩やかに傾斜する O

埋葬施設は玄室の主軸に直交した長軸をもち、組合式石棺が残存している。石棺の内法は幅0.46m~ 
O.61m、長さ 1.98m、残存する高さはO.28mある O 東側の幅がやや狭くなっている O 石棺の手前には板状

の棺材が9枚重なって並んで、いる O 排水溝は無い。石棺の手前東側に土器類が一括して出土している O

羨道部は羨門部に向かつて幅を減じている O 長さ1.64m、玄門部帽1.55m、羨門部幅1.03mを測る O 高

さは天井部が崩落しており不明である O 排水溝は無い。閉塞施設は川原石により封鎖され、下1段が残

存している O 残存する封鎖石の高さは O.20m、範囲は1.40mx 1.38mである O 暮道は3.08m、最大幅

1.96mある O
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第 39図 欠下峠 B横穴群 1号横穴平面・断面図
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E 調査結果 2. 多様穴詳の遺梼と遺物

遺物 遺物は須恵器が32点(杯身8点、杯蓋13点、高杯4点、広口蓋1点、提瓶2点、横瓶1点、脚付査

1点、長頚壷1点、土甘1点)、土師器が16点(模倣坪身4点、模倣士不蓋2点、高杯4点、高杯の脚部1点、

士甘2点、査2点、査の口縁部片1点)、鉄鉱1点、鉄器片が1点の合計50点出土している O このうち、実

測が可能な須恵器32点(杯蓋13点、均二身8点、高杯4点、広口蓋1点、提瓶2点、横瓶1点、脚付壷1点、
長頚壷L点、士甘L点)、土師器14点(模倣坪身4点、模倣均二蓋2点、高杯4点、土甘2点、壷2点)、鉄鉱1点

を図示した(第40~43 図)。

2 3 

ι7ヘ戸享司「き¥
456  

8 9 

所竺当 (F号、 五三、
10 11 12 

戸弓に三長d三よ三

」亨之ら」之と圭~

ミと ミ :ミ斗オ
o 5cm 

第 40図 欠下峠 B横穴群 1号横穴出土遺物 (1) 

1 ....... 13 須恵器杯蓋、 14.......21 須恵器杯身
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E 調査結果 2.各横穴詳の遺捧と遺物

24 

23 

と-1ゴ
o 5cm 

27 

O 1Ocm 

第 41図 欠下峠 B横穴群 1号横穴出土遺物 (2) 

22~25 須恵器高杯、 26 須恵器培、 27 須恵器脚付査、

28 須恵器長頚査、 29・30 須 恵器提瓶
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E 調査結果 2.多様穴詳の遺棒と道場者

ιア当
33 

ンぞ

I ~に寸

o 5cm ℃-υ〉
第 42図 欠下峠 B横穴群 1号横穴出土遺物 (3)

31 須恵器横瓶、 32 須恵器広口妻、 33・34 土師器模倣杯蓋、

35-38 土師器模倣杯身、 39 土師器高杯

-25-

39 

34 



E 調査結果 2.各横穴存のi萱待と遺物

， 

40 

41 

第 43図 欠下峠 B横穴群 1号横穴出土遺物 (4)

， ， 

00 
11 

-===::::> 

ロ 47

o 5cm 

40~42 土師器高杯、 43 ・ 44 土師器培、 45 ・ 46 土師器査、 47 鉄鉱

第43図47の鉄鉱は平根系の箆被広鋒平造三角形式で、鍛身部の平面形状は長三角形、聞は角関であ

るO 残存長は9.95cmある O 鍛身部の長は4.50cm、帽は3.00cm、箆被部の長さ 3.30cm、幅O.90cm、茎部の

残存長は2.15cmある。なお、箆被部の関は腕関である O

2号横穴(第44図)
遺構 本横穴は 1号の西隣に位置する O 玄室の主軸はN-380 

- Eを指し、長さは 2.20m、最大幅は

2.94m、高さは残存高が1.85mを測る O 平面形は横長の隅丸方形を呈し、横断面形はドーム形を呈してい

る。床面は羨道部に向かつて緩やかに傾斜する O

埋葬施設は玄室の主軸に直交した長軸をもっ組合式石棺の堀方が2基残存している O 玄室の中央に位

置する堀方の内法は幅O.54m、長さ1.81mある O 北側に位置する堀方は、中央に在る堀方の北側部分を

共有し、奥壁に付く形に配置されている o r司法は幅O.40m~ O.46m、長さ1.78mある O 排水溝は玄室を一

周するものと、南側の堀方から羨道部に向かう排水溝が掘られている。

-26-



E 調査結果 2.各様;tli学の道帯と遺物

羨道部は羨門部に向かつて幅を減じている O 長さ 2.02m、玄門部幅1.76m、羨門部幅1.12mを測る O 高

さは天井部が崩落しており不明である O 玄室に繋がる排水溝は、羨道部の中央を開口部に向かつて掘ら

れている O 閉塞施設は残存しない。暮道は長さ 4.70m、最大幅5.38mある O

B 

、、、
、

h
 

h
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 〆

〆
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〆
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1> 

B S' 

f 、， 、

立し~~ @ 

1> 

1> 

第44図 欠下峠 B横穴群 2号横穴平面・断面函

遺物 遺物は須恵器が7点(柑1点、杯身の口縁部片2点、

口縁部片3点、体部片L点)、土師器の体部片が19点、大万

片が3点の合計29点出土している。この他に人骨片も出土

している。このうち、実測が可能な須恵器の柑1点を図示 o 5cm 
した。

第 45図 2号横穴出土遺物

1 須恵器柑
⑨欠下峠C横穴群(第2図の43)

欠下峠C横穴群は欠下峠B横穴群の南方で、南に伸びる丘陵の東斜面に構築され、 1基が調査された。

1号横穴(第46図)

遺構 本横穴は欠下峠B横穴群2号横穴の南に位置する O 玄室の主軸はN-720
- Eを指し、長さは

一 27-



E 調査結果 2.各様/CE学の遺梼と遺物

2.83m、最大幅は3.00m、高さは最大高が1.41mを測る O 平面形は円形を呈し、横断面形はアーチ形を呈

している O 床面は羨道部に向かつて緩やかに傾斜する O 埋葬施設は残存していない。玄室の玄門に近い

所から主軸に沿って排水溝が掘られている。

羨道部は羨門部に向かつて帽を減じている O 長さ 0.42m、玄門部幅0.79m、羨門部幅0.46mを測る O 高

さは天井部が崩落しており不明である O 玄室に繋がる排水溝は、羨道部の中央を開口部に向かつて掘ら

れている。羨門部に主軸に直交する溝、長さ 0.92m、幅0.16m、深さ 0.13mが掘られている O 中央の排水

溝はその溝を切っている O
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第 46図 欠下峠 C横穴群 1号横穴平面・断薗図

遺物 遺物は須恵器が9点(坪蓋片1点、高杯の脚部片1点、妻の口縁部片1点、翠の体部片3点、体部

片3点)、土師器が2点(高士不の杯部片1点、体部片1点)、碧玉製の管玉が3点、鉄器片が1点の合計15
点出土している O このうち、実測が可能な須恵器2点(杯蓋片1点、高坪の脚部片1点)、土師器の高杯

の杯部片1点、管玉3点を図示した。

第52図の4の管玉は長さ 4.80cm、外径1.20cm、子し径O.20 ~ 0.60 cm、5の管玉は長さ 2.95cm、外径0.95
cm、孔径0.05~ 0.35 cm、6の管玉は長さ 2.85cm、外径0.85cm、孔径0.05~ 0.23 cmある。

こ-15 て一一，-71 @ ① @ 

Ltえ 2

O 5cm 
4 5 6 

第 47図 欠下峠 C横穴群 1号横穴出土遺物

須恵器杯蓋片、 2 須恵器 高杯の脚部片、 3 土師器 高均二の杯部片、 4"""6 管玉

28 



2.各様yt裁の遺祷と造物調査結果

⑩薬師横穴群(第2図の36)

東に伸びる丘陵の南東斜面に構築され、 5基からなる O

1号横穴(第48図)

遺構 本横穴は5基の内、最も北東に位置する O 玄室の主軸はN-480
- Eを指す。崩壊により玄室の

前面が無い。残存する長さは1.96m、最大幅は2.95m、高さは残存高が1.12mを測る O 平面形は隅丸方形

を呈し、横断面形はアーチ形を呈している O 床面は羨道部に向かつて緩やかに傾斜する O 一部に喋床が

残っている。埋葬施設は残存していない。奥壁に近い部分から遺物が出土している O

なお、玄室の西側壁に隣の2号に繋がる孔が聞いているが、後世のものと思われる O

羨道部の状況等は消失しているため、不明で、ある O
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~ー 1)> 

第 48図 薬師横穴群 1号横穴平面・断面図

遺物 遺物は須恵器が3点(杯身L点、杯蓋2点)、山茶碗の小皿2点の合計5点出土している O このうち、

実測が可能な須恵器3点(杯身1点、杯蓋2点)、山茶碗の小皿2点を図示した。

1)> 

九五え戸空当2ど竺主三九

\ート~4 てーレ35
第 49図 薬師横穴群 1号横穴出土遺物

須恵器 均二蓋、 3 須恵器 杯身、 4・5 山茶碗

o 5cm 

小皿

2号横穴(第50図)

遺構 本横穴は 1号の南西隣に位置する O 玄室の主軸はN-420
- Eを指し、長さは2.85m、最大幅は

3.00m、高さは最大高が1.53mを測る。平面形は丸底のフラスコ形を呈し、横断面形はドーム形を呈して

いる O 床面は羨道部に向かつて援やかに傾斜する O 埋葬施設は残存していない。なお、玄室の東側壁に

隣の1号に繋がる孔が開いているが、後世のものと思われる O

一一29
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E 調査結果 2.各横;tlt言の遺梼と造物

羨道部は羨門部に向かつて幅を減じている。残存する長さ O.78m、玄門部幅1.06mを測る O 高さは天

井部が崩落しており不明で、ある O 排水溝は無い。閉塞施設は残存しない。

遺物遺物は出土していない。

B 

C 

o 1 m 
与孟孟孟=

第 50図

3号横穴(第51図)

〆

ー白F〆
〆

--ー句、-
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、、、
‘~ 、J
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B' 

薬師横穴群 2号横穴平面・断面図

1)> 

1)> 

I ， 
J 
J 

I 
J ， 

遺構 本横穴は2号の南西隣に位置する。玄室の主軸はN-460 
- Eを指し、長さは2.12m、最大幅は

2.46m、高さは残存高が1.24mを測る O

平面形は隅丸方形を呈し、横断面形はア

ーチ形を呈している O 床面は羨道部に向

かつて緩やかに傾斜する O 埋葬施設は残

存していない。 B 

B 

""' 

、、、

---ー--，， 
-一『

、、、

1)> 

B' 

@ 1)> 

B' 

旦旦

riアオア f 戸

o 1 m 主宍フス
与孟孟孟J

第 51図 薬師横穴群3号横穴平面・断面図
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羨道部は羨門部に向かつて幅を減じている。残存する長さ1.05m、玄門部幅l.71mを測る O 高さは天

井部が崩落しており不明である O 排水溝は無い。閉塞施設は残存しない。

遺物 遺物は山茶碗が5点(碗2点、碗の底部片1点、皿1点、小皿1点)、鉢の口縁部片1点の合計6点
出土している O このうち、実測が可能な山茶碗4点(碗2点、皿1点、小皿1点)を図示した。

ミン:でイ
~，m~t~ ミ年〆4

第 52図 薬師横穴群3号横穴出土遺物

1 • 2 山茶碗碗、 3 山茶碗皿、 4 山茶碗小皿

4号横穴(第53図)

遺構 本横穴は3号の南西隣に位置する O 玄室の主軸はN-430 
- Eを指し、長さは2.28m、最大幅は

3.11m、高さは最大高が1.90mを測る O 平面形は横長の隅丸方形を呈し、横断面形はドーム形を呈してい

るO 床面は羨道部に向かつて緩やかに傾斜する O 埋葬施設は玄室の主軸に直交した長軸をもっ組合式石

棺の堀方が1基残存している O 玄室の中央よりやや奥壁寄りに位置する堀方の内法は幅1.02m、長さ

1.68m ある O 板~犬の棺材が3枚、堀方の東側に散布していた。玄門部に主軸に直交する溝、長さ1.93m、

幅O.07m、深さ O.05mが掘られている O 排水溝は無い。

B I 一一一~旦'

I:T 「@ I:T 
r 

B ¥ 口 ¥ B' 

o 1 m 
I:T I:T 巳ーーー;;;d

第 53図 薬師横穴群4号横穴平面・断面図

遺物 遺物は須恵器が36点(坪身3点、坪蓋5点、平瓶片1点、高杯の杯部片1点、口縁部片7点、体部

片19点)、土師器が44点(杯身3点、口縁部片4点、体部片35点、底部片2点)、山茶碗4点(碗2点、

-31-
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碗の底部片1点、小皿1点)の合計84点出土している。このうち、実測が可能な須恵器7点(杯身3点、

坪蓋4点)、土師器の杯身2点、山茶碗2点(碗1点、小皿L点)を図示した。

ぷ当三ミ {三宅当〆竺胃ミ
3 4 

足 以5 ミごL2ミ弓 ¥D. 
df o 5cm 

第 54図 薬師横穴群 4号横穴出土遺物

1.......4 須恵器杯蓋、 5.......7 須恵器杯身、 8・9 土師器坪身、

10 山茶碗碗、 11 山茶碗小皿

5号横穴(第55図)

遺構 本横穴は4号の南西隣で、横穴群の最も南西に位置する O 玄室の主軸はN-640 -Eを指し、長

さは1.14m、最大幅は1.76m、高さは残存高が1.02mを測る O 平面形は横長の隅丸方形を呈し、横断面形

はドーム形を呈している O 床面は撹乱を受けており、埋葬施設は残存しない。

羨道部は羨門部に向かつて幅を広げている O 残存する長さ O.30m、玄門部幅O.57mを測る O 高さは天
井部が崩落しており不明で、ある O 排水溝は無い。閉塞施設は残存しない。

遺物遺物は出土していない。

旦亡三旦
I:T 

ー
I:T 

B 

c ~:C' 

o 1 m 
I:T I:T ~ー孟孟ー

第 55図 薬師横穴群 5号横穴平面・断面図

⑮勝田ヶ谷横穴群(第2図の48)

勝田ヶ谷横穴群は大恒A横穴群の北北西で、西に伸びる丘陵の南斜面に位置する O

1号横穴(第56図)

遺構玄室の主軸はN-llO-Wを指し、長さは2.50m、最大幅は2.88m、高さは最大高が1.92mを測る O

平面形は隅丸方形を呈し、横断面形はドーム形を呈している O 床面は羨道部に向かつて緩やかに傾斜

する O
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2.多様Ft詳の遺袴と遺物

埋葬施設は玄室の主軸に直交した長軸をもっ組合式石棺の堀方が2基残存している。玄室の中央に位

置する堀方の内法は幅0.63m、長さ1.72mある。北側に位置する堀方は、中央に在る堀方の北側部分を

共有し、奥壁に付く形に配置されている。内法は幅0.42m~ 0.47m、長さ1.78mある。排水溝は無い。

羨道部は羨門部に向かつて幅を減じている。長さ1.28m、玄門部幅1.75m、羨門部幅1.07mを測る。高

さは天井部が崩落しており不明である。羨門部に封鎖石を思わせる板状の石(長さ 0.92mx高さ 0.50m、
長さ 0.92mx高さ 0.32m)が2枚置かれている。暮道は長さ1.22m、最大幅1.07mある。

調査結果E 

1)> 

//C 
o 1 m 

-ー孟孟司

@ 
1)> 

1)> 

勝目ヶ谷横穴群 1号横穴平面・断面図

遺物 遺物は須恵器が12点(杯身1点、杯蓋3点、壷の体部片2点、高杯L点、高杯の脚部片1点、高杯

の口縁部片3点、頚部片1点)、土師器の杯身片1点、ガラス小玉が2点、鉄器片が1点の合計16点出土

している。このうち、実測が可能な須恵器5点(杯身1点、杯蓋2点、高杯L点、査の体部片1点)、ガラ

ス小玉が2点を図示した。第62図6のガラス小玉は外径0.90cm、厚さ 0.40cm、孔径O.20 ~ 0.35 cm、7のガ

ラス小玉は半分欠損しているが、外径0.95cm、厚さ 0.50cm、孔径0.30~ 0.35 cmある。両方とも青竹色を
呈している。

第56図

jノ/戸内戸竺ミ

4 

o 5cm 

た二3
内

cm 

@ 

(Il) 

高杯、

第 57図 勝目ヶ苔横穴群 1号横穴出土遺物

須恵器杯蓋、 3 須恵器杯身、 4 須恵器

5 須恵器 査の体部片、 6・7 ガラス小玉
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E 調査結果 2.を壁1¥1Fの遺袴と遺物

⑫田ヶ谷B横穴群(第1図の53)

田ヶ谷B横穴群は3基からなる O

1号横穴(第58図)

遺構玄室の主軸はN-470-Eを指し、長さは2.58m、最大幅は1.92m、高さは最大高が1.50mを測る O

平面形は縦長の隅丸方形を呈し、横断面形は尖頭アーチ形を呈している O 床面は平らである O 埋葬施設

は残存しない。遺物は主軸より南側に集中し、頭骨は奥壁の南隅から、大腿骨は奥壁寄りの中央部と北

側から出土している O

羨道部は羨門部に向かつて幅を減じている。長さ 2.33m、玄門部幅1.38m、羨門部幅O.89mを測る O 高

さは天井部が崩落しており不明で、ある O 排水溝は無い。閉塞施設は川原石により封鎖され、下3段が残

存している O 残存する封鎖石の高さは0.49m、範囲はO.98mx 1.60mである。

B B' 
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¥)> 1)> 与孟孟孟J

第 58園 田ヶ谷 B横穴群 1号横穴平面・断面図

遺物 遺物は須恵器が25点(杯身8点、坪蓋8点、長頚壷1点、長頚壷の蓋1点、高坪7点)出土してい

るO このうち、実測が可能な須恵器24点(坪身7点、士不蓋8点、長頚壷L点、長頚査の蓋L点、高坪7点)

を図示した。

ど ち ζ おどちと生当
1 -2 3 4 

と~~士三当 ft~~
5 

社長オ
6 7 8 

ビ平ヨ ミ~ミ年当
第 59図 田ヶ谷 B横穴群 1号横穴出土遺物 (1) 

1~8 須恵器杯蓋、 9 ~ 12 須恵、器杯身

一-34一一
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E 調査結果 2.各横穴詳の遺樗と遺物

己~3 人主イ

16 17 

f今、、

21 

o 5cm 

第 60図 田ヶ谷 B横穴群 1号横穴出土遺物 (2)

13"'" 15 須恵器杯身、 16"'"22 須恵器高杯、 23 須恵器長頚査、

24 須恵器長頚査の蓋

2号横穴(第61図)

20 

遺構 玄室の主軸はN-620-Eを指し、長さは2.98m、最大幅は2.40m、高さは最大高が1.65mを測る。

平面形は縦長の隅丸方形を呈している。床面は撹乱され、埋葬施設は残存しない。

羨道部は羨門部に向かつて幅を減じている。残存する長さ O.93m、玄門部幅は凡そ1.40mある。高さ

は天井部が崩落しており不明である。排水溝は無い。閉塞施設は残存していない。
遺物遺物は出土していない。
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E 調査結果 2.各横穴詳の遺梼と遺物

1> 1> 

1> 1> 

第 61図 田ヶ谷 B横穴群 2号横穴平面・断面図

3号横穴(第62図)

遺構 玄室の主軸はN-850 
- Eを指し、残存する長さは2.46m、最大幅は 2.40m、高さは残存高が

1.74mを測る O 平面形は隅丸方形を呈している O 埋葬施設は玄室の主軸に並行する長軸をもっ組合式石

棺の堀方が2基残存している O 玄室の中央に位置する堀方の内法は幅0.50m~ 0.58m、長さl.72mある O

南側に位置する堀方は側壁に付く形

に配置されている O 内法は幅0.44m

~ 0.50m、長さ1.40mある O 排水溝

は無い。羨道部は崩落しており不明

である O また、閉塞施設は残存して

いない。

遺物遺物は須恵器が15点(杯身片

1点、士不蓋の口縁部片2点、長頚壷の

口縁部片 1点、高杯の脚部片 1点、
口縁部片1点、体部片9点)、土師器

が70点(盤片1点、口縁部片 13点、

体部片 53点、脚接合部3点)、緑柚

陶器が 1点の合計86点出土してい

る。このうち、実測が可能な須恵器

4点(杯身片 1点、 杯蓋片2点、高

杯の脚部片2点、 1点)、土師器の?

片1点3点、 を図示した。

1> 

~下門

1> 

1> 

⑨ 

1> o 1 m 

-ー孟孟=
第 62園 田ヶ谷 B横穴群 3号横穴平面・断面図

，メさ台込、、 ど三ヨド与¥

ミ三F三之
o 5cm 

第 63図 田ヶ谷 B横穴群 3号横穴出土遺物

4 

1・2 須恵器 杯蓋片、 3 須恵器杯身片、 4 須恵器 高士不の脚部片、 5 土師器 謹片
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E 調査結果 3.遺袴註盟主

3.毛森山横穴群遺構計浪IJ表 )内の数値は残存部の測定値

借込横穴群

遺構番号 1号 2号 3号

主軸方向 N-16' -E  N-28' -W  N-12' -W  

玄室

全長 1. 05m 2.31m 3.89m 

最大幅 1. 96m 3. 32m 2.32m 

平面形 横長の楕円形 ニ角フフスコ形 丸底フフスコ形

横断面形 アーチ形 ドーム形 アーチ形

最大向 (0. 68m) 1. 59m (1. 53m) 

羨道部

全長 0.32m 1. 53m 2. 16m 

玄門部幅 0.83m 1. 39m 0.86m 

羨門部幅 0.68m 0.75m 1. 02m 

暮道

全長 1. 08m 3. 26m 3. 23m 

最大幅 1. 80m l. 62m 2.58m 

閉塞施設

遺存状況 残存しない 残存しない 下 3段が残存

封鎖石の間さ 0.53m 

封鎖石の範囲 0.83 X 1. 84m 

積み石の形態 3段

その他の施設

玄室全長/最大幅 54出 70出 168% 

大恒A横穴群

遺構番号 1号 2号 3号 4号 5号

主軸方向 N-6' -W  N-7' -E  N-120 -E  N-320 -E  N-35' ← E 

玄室

全長 3.21m 2.44m 3.08m 3.80m 3.73m 

最大幅 3.40m 2.75m 2.90m 3.76m 3.92m 

平面形 隅丸方形 円形 縦長楕円形 円形 円形片袖

横断面形 ドーム形 ドーム形 アーチ形 ドーム形 ドーム形

最大局 l. 92m (l. 72m) l. 90m 2.00m 2. 19m 

羨道部

全長 l. 96m 1. 77m (1. 73m) (1. 69m) 2. 30m 

玄門部幅 l. 45m 1. 18m l. 48m 1. 38m 1. 65m 

羨門部幅 0.78m 0.94m 0.86m 

暮道

全長

最大幅

閉塞施設

遺存状況 下4段残存 下2段残存 残存しない 残存しない 封鎖石 2個残存

封鎖石の両さ 0.63m 0.25m 

封鎖石の範囲 1. 14X1.32m 1. 03XO. 88m 

積み石の形態 4段 2段

その他の施設 組合式右棺 3基 組合式石棺 組合式石棺 組合式石棺2基 組合式石棺 2基

玄室全長/最大幅 94出 89出 106同 101出 95同

大恒B横穴群

遺構番号 1号

主軸方向 N-290 -W  

玄室

全長 4.45m 

最大幅 3.48m 

平面形 丸底ブフスコ形

横断面形 アーチ形

最大向 (l. 60m) 

羨道部

全長 2.98m 

玄円部幅 0.95m 

羨門部幅 l. 28m 

暮道

全長 (1. OOm) 

最大幅 1. 70m 

閉塞施設

遺存状況 封鎖石 5個残存

封鎖石の高さ

封鎖石の範囲

積み石の形態

その他の施設

玄室全長/最大幅 12日目
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E 調査結果 3.島監遡蓋

ーの谷A横穴群

遺構番号 1号 2号 3号 4号 5号

主軸方向 N-39' -E N-37' -E  N-31' -E  N-7' -E  N-35' -W  

玄室

全長 1. 41m (2.50m) 4. 18m 1. 18m (1. 42m) 

最大幅 2. 25m 3.08m 3.45m 1. 81m 2.68m 

平面形 横長楕円形 隅丸方形 丸底フフスコ形 横長隅丸方形 横長楕円形

横断面形 アーチ形 アーチ形 ドーム形 尖頭アーチ形 ドーム形

最大向 (0.90m) (1. 98m) 2. 12m 1. 22阻 (1. 48m) 

羨道部

全長 1. 10m 1. 42m 1. 40m 

玄門部幅 1. 42m 1. 49m 1. 41m 

羨門部幅 0.62m 1. 10m 1. 12m 

暮道

全長 (0.90m) 1. 44m 

最大幅 (0. 75m) 1. 10m 

閉塞施設

遺存状況 残存しない 残存しない 残存しない 残存しない 残存しない

封鎖石の局さ

封鎖石の範囲

積み石の形態

その他の施設 組合式石橋 組合式石棺

玄室全長/最大幅 63同 66% 106出 65出 53部

ーの谷C横穴群

遺構番号 1号 2号 3号 4号

主軸方向 N-170 -E  N-44' -E  N-46' -E  N-55' -E  

玄室

全長 3. 22m 1. 05m 2.54m 1. 86m 

最大幅 3. 15m 1. 66m 2.55m 1. 25m 

平面形 隅丸方形 横長楕円形 隅丸方形 縦長隅丸方形

横断面形 ドーム形 アーチ形 アーチ形 尖頭アーチ形

最大品 1. 90m 0.90m 1. 98m 1. 12m 

羨道部

全長 2. 17m 1. 38m (0. 86m) (0. 78m) 

玄阿部幅 1. 74m 1. 03m 1. 25m 0.82m 

羨門部幅 1. 28m 1. 05m (1. 04m) 

暮道

全長

最大幅

閉塞施設

遺存状況 下 1段残存 残存しない 残存しない 残存しない

封鎖石の高さ 0.19m 

封鎖石の範囲 1. 03 X 1. 52m 

積み石の形態 1段

その他の施設 組合式石棺 磯床 組合式石棺 機床

玄室全長/最大幅 102帖 63% 100% 149出

ーの谷口横穴群

遺構番号 1号 2号 3号 4号

主軸方向 N-7' -E  N-45' -E  N-43' -E  N-45' -E  

玄室

全長 1. 87m 0.92m 0.96m 1. 32m 

最大幅 2. 13m 1. 30m 1. 42m 1. 48m 

平面形 方形 横長楕円形 横長楕円形 円形

横断面形 アーチ形 アーチ形 アーチ形 アーチ形

最大品 (1. 56m) 0.90m 0.94m 1. 20m 

羨道部

全長 1. 43m 1. 25m 1. 30m 1. 33m 

玄門部幅 1. 29m O.88m 1. 08m 0.89m 

羨門部幅 0.84m O.66m 。74m 0.65m 

暮道

全長 3. 10m 3.2仇n 2. 38m 

最大幅 2.90m 1.88m 2. 22m 

閉塞施設

遺存状況 4段残存 残存しない 残存しない 残存しない

封鎖石の両さ O.64m 

封鎖石の範囲 O. 98X 1. 12m 

積み石の形態 4段

その他の施設 組合式石棺

玄室全長/最大幅 88% 71% 68拍 89首
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E 調査結果~ι草壁宣週差

欠下峠A横穴群

遺構番号 1号

主軸方向 N-4S0 -w 
玄室

全長 2.00m 

最大幅 2.6自m

平面形 横長楕円形

横断面形 アーチ形

最大局 1. 46m 

羨道部

全長 (0. 94m) 

玄門部幅 1. 18m 

羨門部幅

暮道

全長

最大幅

閉塞施設

遺存状況 残存しない

封鎖石の両さ

封鎖石の範囲

積み右の形態

その他の施設

玄室全長/最大幅 75% 

欠下峠B横穴群

遺構番号 1号 2号

主軸方向 N-310 -w N-380 -E  

玄室

全長 2.61m 2. 20m 

最大幅 4. 25m 2.94m 

平面形 横長楕円形 横長隅丸方形

横断面形 ドーム形 ドーム形

最大高 (2. 44m) (1. 85m) 

羨道部

全長 1. 64m 2.02m 

玄門部幅 1. 55m 1. 76m 

羨阿部幅 1. 03m 1. 12m 

暮道

全長 3.08m 4.70m 

最大幅 1. 96m 5. 38m 

閉塞施設

遺存状況 下 1段残存 残存しない

封鎖石の局さ 0.20m 

封鎖石の範囲 1. 40 x 1. 38m 

積み石の形態 1段

その他の施設 組合式石棺 組合式石棺 2

産室全長/最大幅 61出 75同

欠下峠C横穴群

遺構番号 1号

主軸方向 N-720 
- E 

玄室

全長 2.83m 

最大幅 3.00m 

平面形 円形

横断面形 アーチ形

最大高 1. 41m 

羨道部

全長 0.42m 

玄門部幅 0.79m 

羨門部幅 0.46m 

暮道

全長 (0. 64m) 

最大幅 (1.09m) 

閉塞施設

遺存状況 残存しない

封鎖石の局さ

封鎖石の範囲

積み石の形態

その他の施設

玄室全長/最大幅 94匹
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E 調査結果 L一遣壁宣週蓋

薬師横穴群

遺構番号 1号 2号 3号 4号 5号

主軸方向 N~480 ~E N~420 ~E N~460 ー E N~430 ー E N~640 ー E

玄室

全長 (1. 96m) 2.85m 2. 12m 2. 28m 1. 14m 

最大幅 2.95m 3.00m 2.46m 3. 11m 1. 76m 

平面形 隅丸方形 丸底フフスコ形 隅丸方形 検長隅丸方形 横長隅丸方形

横断面形 アーチ形 ドーム形 アーチ形 ドーム形 ドーム形

最大両 (1. 12m) 1. 06m (1. 24m) 1. 90m (1. 02m) 

羨道部

全長 (0. 78m) (1. 05m) (1. 23m) (0.3伽)

玄門部幅 1. 78m 1. 7lm 1. 90m 0.57m 

羨門部幅

暮道

全長

最大幅

閉塞施設

遺存状況 残存しない 残存しない 残存しない 残存しない 残存しない

封鎖石の両さ

封鎖石の範囲

積み石の形態

その他の施設 磯床 組合式石棺

玄室全長/最大幅 66首 95出 86出 73出 65% 

勝田ヶ谷横穴群

遺構番号 1号

主軸方向 N~ l1O ~W 

玄室

全長 2.50m 

最大幅 2.88m 

平面形 隅丸方形

横断面形 ドーム形

最大高 1. 92m 

羨道部

全長 1. 28m 

玄門部帽 1. 75m 

羨門部幅 1. 07m 

暮道

全長 (1. 22m) 

最大幅 (1. 07m) 

閉塞施設

遺存状況 板状封鎖石 2枚

封鎖石の両さ 0.50m 

封鎖石の範囲

積み石の形態

その他の施設 組合式石棺 2基

玄室全長/最大幅 87叫

田ヶ谷横穴群

遺構番号 1号 2号 3号

主軸方向 N~740 ~E N~620 ~E N~850 ~E 

玄室

全長 2.58m 2.98m (2. 46m) 

最大幅 1. 92m 2.40m 2.40m 

平面形 縦長隅丸方形 縦長隅丸方形 日開丸方形

横断面形 尖頭アーチ形

最大高 1. 50m 1. 64m (1. 74m) 

羨道部

全長 2. 33m (0. 93m) 

玄門部幅 1. 38m (1. 40m) 

羨門部幅 O.89m 

暮道

全長

最大幅

閉塞施設

遺存状況 下 3段残存 残存しない 残存しない

封鎖石の両さ 0.49m 

封鎖石の範囲 O. 98X1. 60m 

積み石の形態 3段

その他の施設 組合式石棺

玄室全長/最大幅 134% 124出 103出
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E 調査結果 4.出土土器観察表

4.毛森山横穴群出土土器観察表

図版 遺構名
種別・器種 法量 形態 調整 焼成 色調 胎土 備考

番号 遺物番号

イ皆込横穴群 口千手 (10.40) 
底部はほぼ平ら。体部 外面底部はヘラ削り

密。黒色粒子、 1
第 5図 は内湾し、口縁部との 体部~口縁部はナデ調

凹大の砂粒子を合 1/4残存2号横穴 須恵器杯身 器高 3.60 
間に受けを持つ。口縁 整

良好 灰N5
1 最大径 (11. 75) む1 -1 -10 

部は内傾する 内面全体ナデ調整

平底から直線的に聞き

口径 15.60 
ながら立ち上がり、体 外面 口縁部は横ナ

借込横穴群 部上半に最大径を持 デ。体部~底部は縦位 普通。 1~3皿大
第 7図 器高 16.20 

つ。頚部は「く Jの字 と斜位の刷毛目痕。底 良
明赤褐5YR

の砂粒子を多く含 はぼ完形3号横穴 土師器警
1 最大径 16.20 

状に屈曲し、口縁部は 部に木葉痕
5/6 

む2-2-2 
底径 9.00 

外反気味に開く。焼き 内面横位のlillJ毛目痕
歪みがある

外面体部~口縁部は

大恒A横穴群 口径 (10.20) 体部は直線的に開いて
横ナデ。口縁部との境

密。黒色粒子を含 口縁部から体部第 9図 に一条の沈線を施す
1号横穴 須恵器坪蓋 器高 下がる。口縁部は垂直

内面積ナデ。ノタ目
良好 灰7.5Y7/1 

む 2/5ほど欠損1 3-9-1 最大径 に下がる
が見られる。口縁部に
一条の沈線を施す

外面天井部はへフ削

大恒A横穴群 口径 (10.90) 体部は内湾しながら下
り。体部~口縁部は横

密。黒色粒子を僅 天井部欠損第 9図 ナデ。体部と口縁部と
1号横穴 須 恵 器 杯蓋 器高 3.40 がり、口縁部も内湾す

の境に一条の沈線を施
良好 灰N6

かに含む2 
最大径 る3-11-1 

す
内面積ナデ

第 9図
大↑亘A横穴群 口径 (12.00) 

体部は内湾し、口縁部 内外面とも摩耗のため 良 普通。褐色粒子、
1/10残存1号横穴 土師器土甘 器高 樫2.5Y6/6

砂粒子を多く含む3 
最大径

は直立する 調整は不明瞭
3-9-2 

大恒A横穴群 口径 (11. 40) 
体部は内湾し、口縁部 内外面とも摩耗のため 良 黄灰2.5Y 普通。黒色粒子を

1/10残存1号横穴 土師器杯 身つ 器高
は直線的に外反する 調整は不明瞭 6/1 含む

3-7 最大径

外面天井部はヘラ削

大恒A横穴群
平らな天井部からゆる り。体部~口縁部は横

密。黒色粒子を含 口縁部1/2欠損第11図 口f圭 (8.35) やかに内湾しながら下 ナデ。 体部と口縁部
良好 灰N6

1 
2号横穴 須 恵 器 杯蓋

器高 3.95 がり、口縁部はさらに との境に一条の沈線を む 4-11と接合
4-8 

内湾する 施す
内面横ナデ

大恒A横穴群 口径 (10.65) 
弓張り状の天井部から 外面天井部はヘラ削

第11図 内湾しながら下がり、 り。体部~口縁部は横 灰N5、 密。白色粒子を含 天井部外面に
2号横穴 須 恵 器 杯蓋 器高 4.40 

口縁部も僅かに内湾す ナデ
良好

灰N6 む rllJの箆記号2 
最大径4-4 

る 内面横ナデ

丸味のある底部から緩
外面底部はへラ削

大↑亘A横穴群 口径 (8.70) 
やかに内湾しながら立

り。体部~口縁部は横
密。白色・黒色粒ち上がり、体部と口縁第11図

2号横穴 須恵器杯身 器高 3.80 
部との間に受けを持

ナデ。 自然粕がかか 良好 灰N6
子を含む3 

最大径(11.45) る。4-1-1 
つ。口縁部は内傾す
る。

内面横ナデ。

大恒A横穴群 口千圭 10.60 
平底から内湾しながら 外面底部はヘラ削

密。黒色粒子を合 1/2残存。第11図 立ち上がる。口縁部と り。体部~口縁部は横
2号横穴 須恵器部身 器高 (4.10) 

の聞に受けを持つ。口 ナデ
良好 灰N7

む? 1 0と接合4 
最大径 (11. 00) 4-9 

縁部は内傾する 内面積ナデ

丸底からゆるやかに内
外面底部はへラ削

第11図
大恒A横穴群 日空 9.50 湾しながら立ち上が

り。体部~口縁部は横 密。白色粒子を含
完形2号横穴 須恵器亦身 器高 3.95 る。口縁部との聞に受

ナデ
良好 灰N6

む5 
4 -12 最大筏 11. 65 けを持つ。口縁部は内

内面横ナデ
傾する

大恒A横穴群 口径 (10.00) 
丸底からゆるやかに内

内外面とも摩耗のため
密。褐色粒千を含湾しながら立ち上が 燈2.5YR第11図

2号横穴 土師器杯身 器高 3.60 
る。口縁部は直線的に

調整は不明瞭。外面全 良
6/8 む

1/4残存
日

最大径 体に指頭痕が見られる4 -16-2 
開く

大恒A横穴群 口径 9.30 
丸底からゆるやかに内

内外面とも摩耗のため
口縁部が細かく欠湾しながら立ち上が 樫2.5YR第11図

2号横穴 士師器杯身 器高 3.45 
る。口縁部は直線的に

調整は不明瞭。外面全 良
6/8 

密
損7 

最大径 体に指頭痕が見られる4 -15 
開く

大恒A横穴群 口径 12.30 
体部下半で屈曲し、直 内外商とも摩耗のため

脚部欠損。坪部 1
第11図

2号横穴 土師器 高士干 器高 良 燈2.5Y7/8 密。砂粒子を含む / 3欠損。
線的に大きく聞く 調整は不明瞭

4-14と接合B 4-6 最大径
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旦J翠韮結果 4.出土土器観察表

図版 遺構名
種別・器種 法量 形態 調整 焼成 色調 胎土 備考

番号 遺物番号

外面体部~口縁部は
大恒A横穴群 口径 (10.95) 体部は内湾しながら F ナデ。体部と口縁部と
2号横穴 須恵器坪蓋 器高 がり、口縁部も内湾す の境に♂条の沈線を施 良好 灰N5 密 口縁部1/4残存
4-1-2 最大径 る す

内 面 横 ナ デ

大恒A横穴群 口径 (10.00) 体部は内湾しながら立
内外面とも摩耗のため 良 密。褐色粒子を僅 口縁部1/4残存

2号横大 土師器郎身 器高 ち上がり、口縁部は垂 燈2.5Y6/8
4-2 最大径 直に上がる

調整は不明瞭 かに含む 4-5 i:"接合

外面天井部はへラ削

大恒A横穴群 口径 9.90 体部は内湾しながら下
り。体部~口縁部は横

2号横穴 須恵器亦蓋 器高 がり、口縁部も僅かに
ナデ。 体部と口縁部

良好 灰N6 密
天井部欠損

4-3 最大径 内湾する
との境に条の沈線を 4-7と接合
施す
内 面 横 ナ デ

頚部は「く」の字状に
大恒A横穴群 口径 (9.55) 屈曲し、聞きながら立 タ面横ナデ。口縁部

密。黒色粒子を含
2号横穴 須恵器短頚壷 器高 ち上がる。口縁端部は に条の沈線を施す 良好 灰N5 口縁部の1/5残存
4-13 最大径 外側を斜めに面取して 内面横ナデ

む

いる

外面底部はへラ削り
大恒A横穴群 底径 5.70 

平底から緩やかに内湾
体部下半は横ナデ

密。黒色粒子を含
2号横穴 須恵器壷 器高 内面積ナデ。ノク目 良好 灰白5Y7/1
4 -16-1 最大径

しながら立ち上がる
が見られる。底部中央

む〉

に自然勅がかかる

第13図
大↑亘A横穴群 口径 ( 11. 15) 

丸底から内湾しながら
外面摩耗のため調整

にぶい燈5Y
3号横穴 土師器部身 器高 4.00 は不明瞭 良 密。雲母を含む 1/5残存

1 5-8-1 最大径
立ち上がる

内面横ナデ
R 7/4 

大恒A横穴群 口径 (10.00) 
ゆるやかに内湾しなが

外面体部に指頭痕。
3号横穴 土師器杯身 器高

ら立ち上がり、口縁部
口縁部は横ナデ 良

にぷい樫7.5
密。雲母を含む 口縁部1/4残存

5-8-2 最大径
は内湾し、端部を尖ら

内面横ナデ
YR7/4 

せている

大恒A横穴群 日程(11.30) 
体部はゆるやかに内湾

3号横穴 土師器亦身 器高
しながら立ち上がり、 外面 口縁部は横ナデ

良好
にぶい燈7.5密。雲母、黒色粒

口縁部1/4残存
口縁端部を尖らせてい 内 面 積 ナ デ YR6/4 子を含む。

5 -13 最大径
る

第 15図
大恒A横穴群 口径 (8.90) 肩部は外反気味に内傾 外面横ナデ。肩部に

黄灰2.5Y
4号横穴 須恵器短頚壷 器高 する。口縁部は垂直に 自然紬がかかる 良好 将。砂粒子を含む 口縁部1/4残存

1 
6-2 最大径 立つ 内面積ナデ

6/1 

丸底から内湾しながら 外面底部はヘラ削り
立ち上がり、最大径は 体部~口縁部は横ナデ

第 17図
大↑liA横穴群 口径 9.20 体部上半にある。肩部 肩部に自然紬がかか

密。黒色粒子、砂
5号横穴前庭 須恵器短頚壷 器高 15.70 は直線的に内傾し、頚 る。体部下半と最大径 良好 灰N6 ほぼ完形

1 
7-2 最大径 16.10 部は「く」の字状に屈 の上位に沈線を施して

粒子を含む

曲する。口縁端部は内 いる
湾する 内面全体に横ナデ

第21図
ーの谷A横穴群 口径 7.00 平底から内湾しながら 外面底部はヘラ削り

黄灰2.5Y 密。黒色粒子を僅
2号横穴 須恵器怨 器高 3.85 立ち上がる。口縁部は 体部~口縁部は横ナデ 良好 1/2残存1 
9-1 最大径 7.90 僅かに内傾する 内面横ナデ

6/1 かに含む

外面底部はへラ削り

第23図
ーの谷A横穴群

口f圭 12.35 
丸底から大きく開いて 体部~口縁部は横ナデ

黄灰2.5Y 密。黒色白色粒 2/3残存
3号横穴 須恵器 ;原身 立ち上がり、口縁部は 内面横ナデ。口縁部 良好

1 
10-9 

器高 3.40 
さらに外反する の一部に自然軸がかか

6/1 子を多く含む 10-18と接合

る

郎部は半球状を呈す。
口縁端部は平らに面取

外面横ナデ。脚部に
ーの谷A横穴群 ロf圭 (15.05)

りしている。体部中位
自然紬がかかる

第23図
3号横穴 須恵器高部 脚底径 (12.6) 

に一条の沈線を施して
内面横ナデ。罫部の 良好 灰2.5Y6/1 密

亦部1/2残存
2 

10-10-2 器高
いる

見込みに自然粕がかか
脚裾部1/3残存

脚は「ハ」の字状に関
き、裾端部を面取りし

る

ている

体部中位よりやや上に
外商摩耗のため調整

ーの谷A横穴群 口径 (15.70) 最大径をもっ。頚部は
は不明瞭

第23図
3号横穴 土師器窒 器高 「く j の字状に屈曲

内面 口縁部は横ナデ良 にぶい樫7.5普通。 1~3岨大
1/5残存

3 10-10-1 最大径 (16.40) し、口縁部は緩やかに
体部は斜位のナデ、体 YR  7/4 の砂粒子を含む

開く
部下半は横・縦位のナ
デ
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E 調査結果 4.出土土器観察表

図版 遺構名
種別・器種 法量 形態 調整 焼成 色調 胎土 備考

番号 遺物番号

平底から内湾しながら 外面底部はへラ削り

ーの谷A横穴群 口径 立ち上がり、体部上位 体部下半はへラ削りの
密。黒色粒子を多

3号横穴 須恵器疎 最大径 (14. 10) に最大径があり、その 後横ナデ。体部上半~ 良好 灰白N7
く含む

口縁部欠損

10-3 器高 下位に径1.2cmの孔を空 肩部は横ナデ
ける 内面横ナデ

の谷A横穴群
口径 (12. 00) 

頭部から直線的に開
外面 白然紬がかかる 灰黄2.5Y 密。黒色粒子を多

3号横穴 須 恵器 壷
器高

き、口縁端部は断面が
内面横ナデ

良好
6/2 く含む

2/7残存
10-19 三角形を呈する

外面体部は叩き目が

の谷C横穴群
肩部は内湾気味に内傾 残り、自然粕がかか

第27図 口径 21. 20 し、頚部は「く j の字 る。口縁部は横ナデ。 灰黄2.5Y 密。砂粒子を多く

1 
1号横穴 須 恵 器 大蚕

器高 状に屈曲する。口縁部 口縁端部に 条の沈線
良好

6/1 含む
口縁部3/4残存

13-1 
は直線的に聞く を施す

内面 口縁部は横ナデ

外面底部は方向か

第29図
ーの谷C横穴群 口径E 16.15 平底から外反しながら らへラ削り。体部~口 粗。雲母・白色粒

1号横穴 土 師器 皿 器高 2.85 立ち上がり、口縁端部 縁部は横ナデ 良 赤10R5/6 子黒色粒子を含 完形
1 14-2 底径 10.50 も外反する 内面へラ削り む

内外面とも丹塗り

外面底部は一方向か

第29図
ーの谷C横穴群 口径 (15. 50) 平底から外反しながら らへラ削り。体部~口 粗。雲母・白色粒

2号横穴 土 師器 血 器高 3. 15 立ち上がり、口縁端部 縁部は横ナデ 良 赤10R5/日 子黒色粒子を含 1/4残存
2 

14-3 底径 (11. 90) もタ反する 内面不明瞭 む

内外面とも丹塗り

外面底部は一方向か

第29図
ーの谷C横穴群 口径 15.60 平底から外反しながら らへラ削り。体部~口 粗。雲母・白色粒

2号横穴 土 師器 皿 器高 2.95 立ち上がり、口縁端部 縁部は横ナデ 良 赤10R5/6 子・黒色粒子を含 完形
3 

14-4 底径 10.80 も外反する 内面へラ削り む

内外面とも丹塗り

口径 (16.75) 
弓張り状の天井部から

第31図
の谷C横穴群

器高 4.25 
大きく開きながら下が

外面積ナデ 不良
3号横穴 須 恵 器 卸蓋 る。口縁部は屈曲して 灰N4 普通

1 
15-1 

つまみ径 3.35
下がる。端部外面を面

内面横ナデ 生焼け
つまみ高1.00 

取している

第31図
ーの谷C横穴群 口径 7.20 丸底から内湾して立ち

内外面。ナデ 燈7.5YR 密。雲母、黒色粒
3号横穴 土師器小 型査 器高 7.50 上がる。口縁部は外反 良好 ほぼ完形

2 15-16 最大径 8.20 する
7/6 子を含む。

第34図
ーの谷D横穴群 口径

底部は丸底。脚部は大
外面横ナデ

灰白2.5Y 密。黒色・白色粒
1号横大 須恵器高士干 器高 内面ナデ。坪部に自 良好 接合部のみ

1 
18-2 最大径

きく開く
然紬がかかる

7/1 子を含む

外面天井部は未調整

第40図
欠下峠B横穴群 口径 15.80 

ほぼ平らな天井部から
体部~口縁部は横ナデ

密。白色・黒色・
1号横穴 須 恵 器 杯蓋 器高 4.45 内面天井部は静止ナ 良好 灰N6 完形

1 17-1-30 最大径
内湾しながら下がる

デ。体部~口縁部は横
砂粒子を含む

ナデ

欠下峠B横穴群 口径 13.60 
丸味のある天井部から 外面天井部はヘラ削

第40図 緩やかに内湾しながら りの後、横ナデ。体部 密。黒色粒子を含

2 
1号横穴 須 恵 器 杯蓋 器高 4.05 

下がる。口縁部はほぼ ~口縁部は横ナデ
良好 灰N6

む
口縁部1/2欠損

17-1 -31 最大径
垂直に下がる 内面横ナデ

欠下峠B横穴群 口1圭 13.85 平らな天井部から直線
外面天井部~体部に

第40図
1号横穴 須 恵 器 杯蓋 器高 4.00 的に大きく開き、口縁

自然粕がかかる。体部
良好 灰N6

密。白色粒子を含
口縁部1/3欠損

3 17-1 -32 最大径 部はやや内湾する
~口縁部は横ナデ む
内面横ナデ

平らな天井部から直線 外面天井部はヘラ削

第40図
欠下峠B横穴群 口径 13.00 的に大きく聞きながら り。体部~口縁部は横

密。白色粒子を含
口縁部1/2欠損

1号横穴 須恵器 士干蓋 器高 4.50 下がり、体部中位で内 ナデ 良好 灰N6 第40図18(17-1-18)
4 17-1 -33 最大径 湾し、口縁部も内湾す 内面横ナデ。天井部

む
と対

る に叩き目

欠下峠B横穴群 口径 13.50 平らな天井部から内湾
外面天井部はへラ削

第40図
1号横穴 須 恵 器 坪蓋 器高 3.60 しながら下がり、口縁

り。体部~口縁部は横
良好

灰N4、 密。白色粒子を多 第40図16(17-1-49) 

5 17-1 -38 最大径 部は直線的に開く
ナデ 灰N6 く含む と対
内面横ナデ

外面天井部はへフ削

欠下峠B横穴群 口径 13.10 
斜めの天井部から内湾 り。体部~口縁部は横

第40図
1号横穴 須 恵 器 部蓋 器高 3.65 

しながら下がる。口縁 ナデ。体部と口縁部と
良好 灰N5

密。黒色粒子を含
口縁部1/2欠損

6 17-1 -34 最大径
部はほぼ垂直に Fがる の境に条の沈線を施 む

焼き歪みがある す
内面横ナデ
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E 調査結果 4.出土土器観察表

図版 遺構名
種別・器種 法量 形態 調整 焼成 色調 胎土 備考

番号 遺物番号

外面天井部はへラ削

欠下峠B横穴群 口径 13.10 ほぼ平らな天井部から り。体部~口縁部は横
密。黒色・白色粒 第10図15(17-1-48) 第10図

1号横穴 須恵器坪蓋 帯高 3.85 内湾しながら下がり、 ナデ 良好 灰N6
子を僅かに含む と対7 17-1-36 最大径 口縁部は垂直に下がる 内面横ナデ。ノタ目

が残る

欠下峠B横穴群 口千~ 14.13 平らな天井部から内湾
外面天井部はヘラ自IJ

第40図14(17-1-51)り。体部~口縁部は横 密。黒色・白色粒第40関
1号横穴 須恵器 土干蓋 恭高 4.65 しながら下がり、口縁

ナデ
良好 灰白5Y8/1

子を含む と対日
17-1-37 最大径 部は垂直にドがる

内面横ナデ

丸味のある天井部から

欠下峠B横穴群 口径 13.00 
直線的に大きく聞き、 外面天井部はへラ削

第40図19(17-1-52)第40関 体部と口縁部との境で り。体部~口縁部は横 密。黒色粒子を含
1号横穴 須恵器杯蓋 器高 1.30 

屈曲し、口縁部は内湾 ナデ
良好 灰N5

む と対9 
最大径 13.60 17-1 -35 

する 内 面 横 ナ デ
焼き歪みがある

欠下峠B横穴群 口径 10.50 
丸味のある天井部から

外面天井部は未調整
密。白色粒子を含内湾しながら下がり、第40図

1号横穴 須恵器 士不蓋 器高 3.90 
口縁部はほぼ垂直に下

体部~口縁部は横ナデ 良好 灰N5
む10 

最大径 内面積ナデ17-1 -39 
がる

外面天井部は未調整

欠下峠B横穴群 口径 16.00 
中央が僅かに窪んだ天 体部~口縁部は横ナ

灰N5、
密。黒色・白色粒第40図 井部から内湾しながら デ。体部下位に条の

良好 にぶい燈5Y1号横穴 須恵器 士干蓋 器高 3.85 
下がる。口縁部は垂直 沈線を施す 子を含む11 R6/4 17-1 -11 最大径
に下がる 内面天井部に指押し

痕。横ナデ

外面天井部はへフ削

欠下1峠B横穴群 日告を 11. 50 
平らな天井部から直線 り。体部~口縁部は横

第40図 的に大きく聞きながら ナデ。体部と口縁部と にぶい赤燈5密。黒色・褐色粒
1号横穴 須恵器 士不蓋 器高 3.90 

下がる の境に一条の沈線を施
良好

YR5/3 子を含む12 17-1 -42 最大径
焼き歪みが大きい す

内 面 横 ナ デ

外市天井部はヘラ削

欠下峠日横穴群 口径 10.10 天井部は弓張り状を呈 り。体部~口縁部は横
第40図

1号横穴 須東器坪葦 器高 4.50 し、口縁部は直線的に ナデ 良好 灰N5 密
13 17-1 -40 最大径 開く 内面天井部に指押し

痕。横ナデ

丸味のある底部カミら緩
外面底部はヘラ削り

第40図
欠下峠B横穴群 口径 13.30 やかに内湾しながら立

の後、横ナデ。体部~ 密。雲母・黒色粒 第40図 8(17-1-37) 
1号横穴 須恵器 土不身 器高 4.80 ち上がる。口縁部との

口縁部は横ナデ
良好 灰白5Y8/1

子を含む と対14 17-1 -51 最大径 15.36 聞に受けを持つ。口縁
内面横ナデ

部は内傾する

上げ底気味の底部から
外面底部はヘラ削り

第40図
欠下峠B横穴群 口径 11. 65 直線的に開きながら立

の後、横ナデ。体部~ 密。黒色・白色粒 第40図 7(17-1-36) 
1号横穴 須恵器杯身 器高 4.20 ち上がる。口縁部との

口縁部は横ナデ
良好 灰N6

子を僅かに含む と士T15 17-1 -48 最大径 14.20 聞に受けを持つ。口縁
内面横ナデ

部は内傾する

歪みのある底在防ミら内

欠下峠B横穴群 口径 11. 80 湾しながら立ち上が 外面底部は未調整。
密。黒色粒子を含 第40図 5(17-1-38) 第40図

1号横穴 須恵器部身 器高 4.20 る。口縁部との間に受 体部~口縁部は横ナデ 良好 灰5Y6/1
む と対16 17-1-49 最大径 13.75 けを持つ。口縁部は内 内面横ナデ

傾する

平らな底部から内湾し
外面底部はへラ削り

欠下峠B横穴群 口径 11. 40 ながら立ち上がる。口
の後、横ナデ。体部~ 密。黒色粒子を含

口縁部の一部欠損
第40図

1号横穴 須恵器耳身 器高 4.30 縁部との間に受けを持
口縁部は横ナデ

良好 灰N6
む17 17ー 1-50 最大径 13.85 つ。口縁部は内傾し、

内面横ナデ
端部は垂直に上がる

平底から直線的に開き
外面底部はへラ削り

欠下峠E横穴群 口径 11. 40 ながら立ち上がる。体
の後、横ナデ。体部~ 密。黒色粒子を含 第40図4(17-1-33) 第40図

1号横穴 須恵器杯身 器高 4.20 部と口縁部との間に受
口縁部は横ナデ

良好 灰N日
む と対18 17-1 -18 最大径 13.30 けを持つ。口縁部は内

内面横ナデ
傾する

丸味のある底部方￥ら緩
やかに内湾しながら立

欠下峠B横穴群 口径 11. 55 ち上がる。口縁部との 外面底部はへラ削り
密。黒色粒子を含 第40図 9(17-1-35) 第40図

1号横穴 須恵器亦身 器高 4.60 問に受けを持つ。口縁 体部~口縁部は横ナデ 良好 灰N6
む と対19 17-1 -52 最大径 13.60 部は内傾し、端部は垂 内面横ナデ

直に上がる

丸底から直線的に大き
欠下峠B横穴群 口径 9.75 く開き、口縁部との間 外面底部はへラ削り

密。黒色・白色粒第40図
1号横穴 須恵、器部身 器高 4.80 に受けを持つ。口縁部 体部~口縁部は横ナデ 良好 灰N6

子を含む20 
17-1-46 最大径 11. 70 は内傾する 内面横ナデ

焼き歪みが大きい

丸底から緩やかに内湾 外面底部はへラ削り

欠下峠B横穴群 口千圭 9.30 しながら立ち上がり、 で、 9面の面取りをし
密。 2.-....-4mm大の第40図

1号横穴 須恵器亦身 器高 4.60 口縁部との聞に受けを ている。体部~口縁部 良好 灰N4
砂粒子を含む21 17-1 -45 最大径 11. 40 持つ。口縁部は内傾す は横ナデ

る 内面横ナデ
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L 君主査塁一i三一出手土孟謹監翠

図版 遺構名 種別・器種 法量 形態 調整 焼成色調 胎土 備考
番号 遺物番号

坪部は平底から内湾し
ながら立ち上がり、口

欠下峠B横穴群 口径 9.50 縁部は僅かに外反すb 外面横ナデ 密。黒色・白色粒
第41図 1号横穴 須恵器高部器高 8.95 る。脚部は「ハj の子内面横ナデ 良好灰白N7 子を多く含む
22 lu":: i':"':54 脚径 8.00 状に聞き、裾端部は斜

めに面取りしている
焼け歪みが大きい

都部は平底から緩やか

に内湾しながら立ち上 外商横ナデ脚部上
府 欠下峠B横穴群 口径 12.20 がり、口縁部は外反す~半に横ナデに上る浅い 密。黒色・白色粒
用 41図 1号横穴 須恵器高土不 器高 9.00 る。脚部は「ハ」の子沈線が見られる 良好灰N6 子を含む
23 11~7 "::i':"': 55 脚径 8.45 状に開き、裾端部は斜内面横ナデ

めに面取りしている
焼け歪みが大きい

士不部は平底から緩やか
に内湾し、段を有して

加 41凶欠下峠B横穴群 口径 14.95 屈曲したあと外反気味外面横ナデ 良好灰N6 密。黒色白色粒 口縁部の一部欠損Z 1号横穴 須恵器高部器高 16.40 に聞く。脚部は「ハJ 内面横ナデ 子を含む
17-1 -56 脚径 11. 10 の字状に開き、裾部は

さらに開く

士不部は平底から屈曲し 外面 杯部の底部はへ
て開き、口縁部は開き ヲ削りの後、横ナデ。
気味に立ち上がる。 体部中位にへラ切りに

欠下峠B横穴群 口径 12.75 脚部は高く、都部との よる斜位の連続沈線紋 密。砂粒子を多く ー
第41図 1号横穴 須恵器高部器高 20.00 比率は 30 ハ」 を施す口縁部は横ナ良好灰N4 含む 脚裾部の部欠損
25 11~7"::î:"':57 脚径 12.50 の字状に開き、裾部はデ

さらに開v きー外反する。 内面 横ナデ。脚の上
三方向 I~ 段の透かし 位I~ しぼり痕
を有する 」

外面体部下半はヘラ
体部は内湾しながら立 削り。体部~口縁部は

第41園欠下峠内B横穴群 器口径1l': 9.25 ち上がり、体部上位Lテ 横ナデ。最大径の上位良好 暗灰N3 密。砂粒子を含む1/6残存2'6 ..~ 11号横八 須恵器柑 局 最大径を持つo 口縁部に一条の沈線、を施す
17-1-64 最大径(JO.35) は垂直に立つ 内面横ナデ。体部下

半に自然粕がかかる

体部は丸底から内湾し
ながら立ち上がり、体外面底部はヘラ削り

口径 10.00 部上半に最大径をも の後、横ナデ。体部~
第41図欠下峠B横穴群 t 器高 24.30 つ。口縁部は僅かに関口縁部は横ナデ。体部良好灰N5 密 完形
27 11号横穴 須恵器脚 付 宜 最 大 径 16.60 きながら立ちょがる 上半に条の沈線を施

17-1 -53 脚径 13.45 が、端部は内湾する。 す。脚は横ナデ

脚は三方向に透かしを 内面横ナデ
有する

丸底から内湾しながら 外面底部はヘラ削
口径 立ち上がり、体部上半 り体部下半~口縁部

欠下峠B横穴群 器高 に最大径を持つ。口縁は検ナデ口縁部のー 灰白2.5Y 密 1-2皿の 損
第41図 1号横穴 須恵器長 頚 壷 最 大 径 16.85 部は垂直に立ち上がり 部~体部予半まで自然良好 7/1 砂恒子を含む 口縁部の一部欠
28 h~7":: 'i':....63 高台径 8.80 ラッパ状に開く。断面 軸がかかる

が台形の貼り付け高台 内面 口縁部は横ナデ
が{寸く

外面体部全体に叩き
底部は丸底。体部は球 目 頚部に接合痕が見

欠下峠E横山群 口径 19.30 状を呈する。肩部に らhる 縁部は横ナ
第41図 1号横穴八 須恵器提瓶 器高 34.70 対の環状把手が付く。 フJ ー o 口 良好灰IOY5/1 密。砂粒子を含む口縁部の部欠損

29 lu"::i"---5 最大径 29.60 口縁部は緩やかに外反 内面 口縁部は横ナ

しながら大きく開く 三体部に青海波紋

外面両側ともカキ目
体部は、外側は球状 調整 口縁部は横ナ

出 口 7.20 で、内側はやや平坦に デ。口縁部~内側上半
第41図欠下峠B横八群 径~ なっている。肩部にー 自然紬がかかる 良好灰白N5Y 密。黒色粒子を含完形
:io .~- 11号横穴 須恵器提瓶 器両 21. 00 対のつまみ状の把手が 内」ヲ 面 縁部は横ナ 7/1 

17ー 1-61 最大径 15.55 li寸く 口縁部は直線的 口

開。く デ。口縁部に自然紬が
」 かかる

外面体部全体にカキ
目前整。体部中央に二
重の函線、側面に縦ト位

欠下峠B横穴群 口径 体部は球状を呈する。 の二本の沈線を施す。 黄灰2.5Y 密白色・黒色粒
第42図 1号横て 須恵器横瓶 器高 口縁部は外反しながら口縁部~内側上半に自良好 6/1 子益僅かに含む 口縁部欠損
31 h~7":: iノ 62 最大径 18.80 開く 然紬がかかる。底部に

須恵器の破片が癒着し
ている
内面 口縁部は横ナデ

外面底部~体部下半

丸底から内湾しながら は叩き白。体部中位~
立ち上がり、体部中位肩部まで横位の刷毛目

同図欠下峠B横穴群 口径十 15.40 よりやや上に最大径が痕。口縁部は横ナデ。 良好 黄灰2.5Y 密。黒色粒子を含体部上半の一部欠
用 42181'1号横穴 須恵器広口牽器両 28.80 ある頚部は「く」の口縁部~体部下半まで 6/1 む 損
32 h~7"::'í':"':65 最大径 27.40 字状に屈曲し、口縁部 自然勅がかかる

は直線的に開く 内面口縁部は横ナ
デ。自然勅がかかる
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E 調査結果 4.出土土器観窪ま

図版 遺構名
種別・器種 法量 形態 調整 焼成 色調 胎土 備考

番号 遺物番号

丸味のある天井部から
外面摩耗により不明

欠下峠B横穴群 口径 11. 30 内湾しながら下がり、
瞭。口縁部は横ナデ 良 燈2.5YR 密。砂粒子を多く第12肉

1号横穴 土師器 土不蓋 器高 3.75 口縁部との境で屈曲
7/6 含む33 最大径 11. 80 し、口縁部はやや内傾

内面摩耗により不明
17-1 -9 

瞭。口縁部は横ナデ
する

欠下峠B横穴群 口径 14.50 
平らな天井部から緩や

外面摩耗により不明
普通。砂粒子を多 第42図35(17-1かに内湾しながら下が 援2.5YR第42図

1号横穴 土師器杯蓋 器高 4.55 
り、口縁部は開き気味

瞭 良
6/6 く含む 13)と対34 17-1 -17 最大径 内面 口縁部は横ナデ

に下がる

平らな底部からゆるや

欠下峠B横穴群 口径 12叩 かに内湾しながら立ち
樫2.5YR 密。褐色粒子を多 第42図34(17-1第42国

1一号横穴 土師器杯身 器高 4.20 kがる。口縁部との間 内外面ナデ 良
7/6 く含む 17)と対35 17-1-13 最大径 14.00 に受けは無い。口縁部

は内傾する

上げ底気味に窪んだ丸
欠下峠B横穴群 口径 12.30 底からやや内湾しなが 内外面共に不明瞭。外

樫2.5YR 密。褐色粒子を僅第42図
1号横穴 土師器部身 器高 4.70 ら立ち上がる。口縁部 面体部に叩き目が見ら 良

7/8 かに含む
完形

36 17-1-19 最大径 14.65 との聞に受けは無い。 れる
口縁部は内傾する

丸味のある底部からゆ

第42図
欠下峠B横穴群 口径 12.10 るやかに内湾しながら

外面積ナデ 燈2.5YR 密。褐色粒子を多
完形1号横穴 土師器 士不身 器高 3.85 立ち上がる。口縁部と

内面積ナデ
良

7/6 く含む37 
17-1 -20 最大径 13.40 の間に受けは無い。口

縁部は内傾する

丸味のある底部からゆ

第42図
欠下峠B横穴群 口径 12.40 るやかに内湾しながら

櫨2.5YR 密。褐色粒子を含
完形1号横穴 土師器杯身 器高 4.40 立ち上がり、口縁部と 内外面ナデ 良

7/6 む38 17-1 -4 最大径 14.10 の間に受けは無い。口
縁部は内傾する

杯部は丸味のある底部

欠下峠B横穴群 口径 15.80 
から聞きながら立ち上

密。 2皿大の砂粒がり、屈曲して直線的 内外面とも、摩耗によ 良 様2.5YR
杯部1/4欠損第42図

1号横穴 土師器高部 器高 14.15 
に開く。脚部は「ハ」 り不明瞭 7/6 子を含む39 17-1 -66 脚径 10.40 
の字状に聞き、空洞部
は深い

杯部は底部で屈曲し、
外面摩耗により不明

欠下峠B横穴群 口径 18.00 直線的に大きく聞く。
瞭

口縁部の一部欠損
第43図

1号横穴 土師器高部 器高 16.00 脚部は「ハj の字状に
内面積ナデ。脚にし良

燈5YR 7/6 密
40 17-1 -3 脚径 12.00 開き、裾部でさらに大

ぼり痕が認められる
きく開く

杯部は平底に近い底部
から内湾しながら立ち 外面杯部は体部上半

欠下峠B横穴群 口径 13.40 
上がり、体部中位で最 が横ナデ。体部下半は
大径になる。口縁部は 横位・斜イ立の刷毛目痕 密。赤色・白色粒

完形
第43図

1号横穴 士師器高部 器高 15.20 
垂直に立つ。脚部は 内面杯底部は横ナ

良 機2.5YR
子を含む41 

脚径 10.50 17-1-16 
「ハj の字状に閣き、 デ。脚にしぼり痕が認

裾部でさらに大きく開 められる

く

郎部は平底から屈曲し

欠下峠B横穴群 口径 (24.40) 
て直線的に大きく閣 外面杯部の体部は縦

郎部1/4残存。脚部第43図 く。脚部は細身で ナデ。口縁部は横ナ 燈2.5YR 密。 1~2皿大の
1号横穴 土師器高原 器高

「ハ」の字状に開く デ。脚部は不明瞭
良好

6/6 砂粒子を含む 上半残存42 
脚径17-1 -59 

が、空洞部は浅い。裾 内面積ナデ
部はさらに開く

丸底から内湾しながら

欠下峠日横穴群 口径 (10.20) 
立ち上がる。体部中位

やや粗。砂粒子を 口縁部2/3欠損第43図 に最大径を持つ。頚部 内外面とも摩耗により
良

燈2.5YR
1号横穴 土師器士官 器高 9.00 

は「く j の字状に屈曲 不明瞭 6/6 多く含む 体部1/3欠損43 17-1-11 最大径 11. 90 
し、口縁部は直線的に
開く

丸底から内湾しながら
立ち上がる。体部中位

欠下峠E横穴群 口径 9.85 
に最大径を持ち、球状 外面底部はへラ削り

普通。 1~2凹大
を呈す。頚部は Iくj の後、横ナデ。休部~ 檀2.5YR第43図

1号横穴 上師器土甘 器高 11. 00 
の字状に屈曲し、口縁 口縁部は横ナデ

良
7/6 

の砂粒子を多く含 ほぽ完形
44 

む17-1 -12 最大径 12.70 
部は直線的に聞く。口 内 面 横 ナ デ
縁端部は僅かに外反す
る

平らな底部から内湾し 外面底部は刷毛目

欠 F峠B横穴群 口径 て立ち上がり、体部中 痕。体部は横位縦位 密。雲母・ 1~2
第43図

1号横穴 土師器壷 器高 位に最大径を持つ。口 の刷毛田痕。 良 にぶい樫7/4凹大の砂粒子を多 口縁部欠損
45 17-1 -60 最大径 12.65 縁部は外反気味に立ち 内面 口縁部に刷毛目 く含む

上がる。 痕。

口径 10.70 
丸底から内湾しながら 外面底部~体部中位

第43図
欠下峠B横穴群

立ち上がる。体部は球 は横位の刷毛目痕。体
燈5YR 7/6 

密。 1~2皿大の
口縁部1/3欠損1号横穴 土師器長頚査 器高 16.80 

状を呈する。口縁部は 部上半は横ナデ
良

砂粒子を多く含む46 
最大径 13.50 17← 1 -15 

外反しながら開く 内面不明瞭
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且一週査盆墨~立土土悲観察表

図版 遺構名
種別・器穏 法量 形態 調整 焼成 色調 胎土 備考

番号 遺物番号

欠下峠B横穴群 口径 (9.80) 
頚部は「く」の宇状に

外面横ナデ。 縦位
にぶい櫨7.5密。 1皿大の砂粒屈曲し、口縁部は直線

口縁部1/2残存1号横穴 土 師器壷 器高
的に開き、端部は垂直

の刷毛目痕 良
Y R7/4 子を多く含む

17-1-21 最大径
に立つ

内面横ナデ

欠下峠E横穴群 口径
亦部の底部は平底と思

外面不明瞭
明赤褐2.5Y 普通。褐色粒子を 杯部欠損。脚裾部われる。脚部は「ハ」

1号横穴 土師器 高士干 脚高 8.00 
の字状に開き、裾部は

内面不明瞭。脚上位良
R5/6 多く含む 2/5欠損

17-1-58 脚径 11. 00 
さらに聞く

にしぼり痕

丸底から内湾しながら
外面底部はへフ削

欠下峠B横穴群 口径 9.10 り。体部~口縁部は横
普通。砂粒子を多

完形。
立ち上がる。体部上位

底部外面に rI J 
第45図

2号横穴 須恵器柑 最大径 9.95 
に最大径を持つ。口縁

ナデ。一部に灰がかか 良好 暗灰N3
く含む1 

器高 5.45 る の箆記号17-1 
部は直線的に開く

内面横ナデ

体部は内湾しながら下
外面天井部はへラ削

欠下峠C横穴群 口筏 (13.50) 
がる。口縁端部を面取

り。体部~口縁部は横
密。 3皿大の砂粒

1/3残存
第47図

1号横穴 須恵 器杯蓋 器高 ナデ。口唇部に櫛状施 良好 灰N6
子を含む1 

最大径
している

具による刻み目がある27-3 
内面横ナデ

第47図
欠下峠C横穴群

脚径 (7.60) 脚は「ハJの字状に開
内外面とも横ナデ 良好 灰N4 密 1/3残存

2 
1号横穴 須恵器高杯脚

脚高 3.85 く。空洞部は高い
27-4 

欠下峠C横穴群 口千圭 (14.30) 
坪部は平底から内湾し

第47図 ながら立ち上がり、口 内外面ども摩耗により 良 樫2.5YR
密 坪部2/3残存1号横穴 土師 器高坪 器高 4.60 

縁部は直線的に外反す 不明瞭 7/8 3 
27-6 最大径

る

欠下峠C横穴群 口径E (20.80) 
外面横ナデ 密。黒色粒子・砂

口縁部1/6残存1号横穴 須恵器警の口 器高 外反気味に開く
内面。横ナデ

良好 灰5Y6/1
粒子を含む

27-7 最大径

天井部は直線的に開
き、口縁部はやや内湾

第49図
薬師横穴群 口径 9.90 する。かえりは内傾す

外面 自然紬がかかる 密。黒色粒子を多
つまみ欠損1号横穴 須恵器亦蓋 嵩一一両』 る。天井部頂点につま

内面横ナデ
良好 灰N4

く含む1 
22-2 最大径 10.30 みが付いていた痕があ

る

外面天井部はへラ削
薬師横穴群 口径 9.40 天井部は弓張り状を呈 り。体部~口縁部は横

完形
第49図

1号横穴 須恵器 士不蓋 器高 3.90 し、口縁部は分厚く内 ナデ 良好 灰N日 密
2 

22-4 最大径 9.80 湾する 内部横ナデ。内外面
止もノ夕日が強く残る

口径 7.90 
丸底から直線的に開 外面底部はへラ削

薬師横穴群
き、口縁部との聞に受 り。体部~口縁部は横

完形
第49図

1号横穴 須 恵器杯身 器高 3.10 
けを持つ。口縁部は外 ナデ

良好 灰N5 密
3 

22-1 最大径 10.40
反気味に内傾する 内面横ナデ

口径 8.55 平底から直線的に開
外面底部に回転糸切

薬師横穴群
り痕。体部~口縁部は 灰白2.5Y 普通。砂粒子を含

完形
第49図

1号横穴 山茶碗小皿 器高 1. 95 く。ロ縁端部を尖らせ
横ナデ

良好
7/1 む4 

22-5 底径 5.20 ている
内面横ナデ

口径 7.85 平底から直線的に開
外面底部に回転糸切

薬師横穴群
り痕。体部~口縁部は 灰白2.5Y 普通。砂粒子を含

完形
第49図

1号横穴 山茶碗小皿 器高 1. 65 く。口縁部はやや外反
横ナデ

良好
7/1 む。5 

22-6 底径 6.20 する
内面横ナデ

底の中央部が窪む。体
外面底部に回転糸切

薬師横穴群 口径 15.60 部は直線的に開く。扇
り痕。体部~口縁部は 氏黄2.5Y |普む通 砂粒子を含 口縁部1/4欠損

第52図
3号横穴 山茶碗碗 器高 5.30 平な貼りイ寸け高台が付

横ナデ
良

7/2 1 24-1 - 1 底径 6.90 く
内面横ナデ

焼き歪みがある

底の中央部が窪む。体
外面底部に回転糸切

り痕。体部~口縁部は
薬師横穴群 口毛主 15.80 部は直線的に関心断

横ナデ 灰黄2.5Y 普通。砂粒子を含
口縁部1/3欠損

第52図
3号横穴 山茶碗碗 器高 5.50 面が三角形の低い貼り

内面横ナデ。口縁部
良

7/2 む。2 
24-1 -2 底径 7.00 付け高台が付く

から体部中イ立に灰がか
焼き歪みがある

カ￥る

平底から緩やかに内湾 外面底部に回転糸切
薬師横穴群 口径 11. 35 しながら立ち上がり、 り痕。体部~口縁部は

灰黄2.5Y 普通。砂粒子を含
完形

第52図
3号横穴 山 茶碗皿 器高 3.65 口縁部はやや外反す 横ナデ 良

7/2 む3 
24-2 底径 6.40 る。断面が三角形の貼 内面横ナデ。底部に

り付け高台が付く 重ね焼き痕

外面底部に回転糸切

薬師横穴群 口径 8.75 
り痕。体部~口縁部は
横ナデ 灰白2.5Y

密。砂粒子を含む
第52図

3号横穴 山茶碗小皿 器高 2.65 平底から直線的に開く
内面横ナデ。口縁部

良好
7/1 4 

24-4 -2 底径 3.80 
~体部中位に灰紬がか
かる

-47-



E 調査結果 4.出土土器観察表

図版 遺構名
種別・器種 法量 形態 調整 焼成 色調 胎土 備考

番号 遺物番号

薬師横穴群 口径 (29.80) 
体部はやや内湾し、口
縁部にかけて直線的に 外面横ナデ 灰黄褐10Y

3号横穴 須恵器鉢 器高
開く。口縁端部は尖ら 内面横ナデ

良好
R5/2 

密。砂粒子を含む 口縁部1/4残存
24-3 最大径

せている

薬師横穴群 口径
平底に断面が三角形の

外面底部に回転糸切
灰黄2.5Y 普通。白色砂粒子

3号横穴 山茶碗碗 器高
貼り付け高台が付く

り痕。横ナデ 良好
6/1 を含む

底部のみ
24-4 -1 底径 6.30 内面横ナデ

口f圭 9.65
平らな天井部から直線

外面つまみはナデ。
薬師横穴群 かえり径 7.15

的に大きく開き、口縁
天井部~体部上半はへ

第54図 部は内湾する。かえり 黄灰2.5Y 密。黒色・白色粒

1 
4号横穴 須恵器杯蓋 器高 3.65 

は内傾する。天井部頂
ラ削り。体部下半~口 良好

6/1 子を含む
完形

25-1 つまみ径1.00 縁部は横ナデ
つまみ高 0.95

点に乳頭状のつまみが
内面横ナデ

イ寸く

天井部から直線的に大
外面天井部はへラ削

第54図
薬師横穴群 かえり径 6.40 きく開きながら下が

りの後、横ナデ。体部 褐灰10YR 密。黒色・白色粒

2 
4号横穴 須恵器郎蓋 器高 2.05 る。かえりは内傾す

~口縁部は横ナデ
良好

5/1 子を含む
1/4欠損

25-7 -2 最大径 8.70 る。天井部頂点につま
内面横ナデ

みの痕がある

薬師横穴群 口径 9.35 天井部は弓張り状を呈
外面天井部にへラ起

第54図 こし痕。へラ削り。体 第54図 7(25-2-]) 

3 
4号横穴 須恵器坪蓋 器高 3.85 す。口縁部は内湾する

部~口縁部は横ナデ
良好 灰N6 密

と対
25-3 -1 最大径 10.05 

内面横ナデ

薬師横穴群 口径 (Jo.OO) 
歪みのある天井部から 外面 天井部はへラ削

第54図
4号横穴 須恵器卸蓋 器高 3.60 

緩やかに内湾しながら り。体部~口縁部は横
良好 灰N5

密。白色粒子を含
1/2残存

4 25-6 -3 最大径
下がる ナデ む?

内面積ナデ

薬師横穴群 口径 (6.95) 丸底から屈曲し、直線
タ面底部はへラ削

第54図
4号横穴 須恵器坪身 器高 2.45 的に開きながら立ち上

り。体部~口縁部は横
良好 灰N6 密。砂粒子を含む 1/2残存

5 ナデ
25-7 -1 最大径 がる

内面横ナデ

丸底から緩やかに内湾
タ面底部はヘラ削

第54図
薬師横穴群 口径 (8.20) しながら立ち上がる。

り。体部~口縁部は横
4号横穴 須恵器罫身 器高 (3.60) 口縁部との間に受けを 良好 灰N5 密 1/2残存

6 25-6 -1 最大径 11. 00 持つ。口縁部は内傾す
ナデ。

る
内面横ナデ。

薬師横穴群 口径 8.05 
丸底から直線的に大き 外面底部にへラ起こ

完形
第54図 く聞き、口縁部との問 し痕。へラ削り。体部

7 
4号横穴 須恵器部身 器高 3.45 

に受けを持つo 口縁吉1I ~口縁部は横ナデ
良好 灰N6 密 第54図 3(25-3-]) 

25-2 -1 最大径 10.45 
は内傾する 内面積ナデ

と対

第54図
薬師横穴群 口才圭 (11. 20) 丸味のある底部から直

内外面とも摩耗により 良 にぷい椴5 密。褐色粒子を少
自

4号横穴 土師器杯身 器高 4.50 線的に聞き、体部中位
不明瞭 YR6/4 し含む

1/4残存
25-2 -3 最大径 から内湾する

薬師横穴群 日主主 (12.90) 
平らな底部から内湾し 外面底部~体部下半

第54図 ながら立ち上がり、 U に斜イ立の刷毛目痕。そ 良 密。褐色・白色粒
日

4号横穴 土師器杯身 器高 (4.65) 
縁部は直立する の他は不明瞭

主萱5YR6/6 
子を多く含む

1/2残存
25-2 -2 最大径

焼き歪みが大きい 内面不明瞭

平底から緩やかに内湾
外商底部に回転糸切

しながら立ち上がり、
り痕。体部~口縁部は

第54図
薬師横穴群 口f圭(J5.10) 体部中位から直線的に

横ナデ。灰がかかる 灰オリーブ

10 
4号横穴 山茶碗碗 器高 5.80 聞き、口縁部はやや外

内面横ナデ。口縁部
良好

5Y5/2 
密。砂粒子を含む 体部2/3欠損

25-4 底径 8.00 反する。断面が三角形
の高い貼り付け高台が

から底部まで灰がかか

付く
る

薬師横穴群 口径 7.90 
外面底部に回転糸切

第54図
4号横穴 山茶碗小皿 器高 1. 50 

平底から直線的に大き り痕。体部~口縁部は
良好

灰白10YR 普通。砂粒子を含
完形

11 く開く 横ナデ 7/1 む
25-3 -2 底径 5.70 

内面横ナデ

外面天井部はへラ南1]

薬師横穴群 口主主 (8.70) 体部は内湾しながら下 り。体育í~ 口縁部は横

4号横穴 須恵器亦蓋 器高 がり、口縁部は垂直に ナデ。口縁部どの境に 良好 灰N6 密 2/9残存
25-6 -2 最大径 下がる 条の沈線を施す

内面積ナデ

薬師横穴群 口径 (J6.60) 
体部は緩やかに内湾し

外面体部~口縁部は
4号横穴 須恵器高坪ワ 器高

ながら立ち上がり、口
ナデ。灰軸がかかる 良好

黄灰2.5Y 密。黒色粒子を含
1/8残存

25-6 -4 最大径
縁部は僅かに外反する

内面横ナデ
6/1 む

」一一一
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E 調査結果 4.出土土悲観察表

図版 遺構名
種別・器種 法量 形態 調整 焼成 色調 胎土 備考

番号 遺物番号

平底から内湾しながら 外面底部はヘラ削

薬師横穴群 口径 6.10 
立ち上がる。体部の最 り。体部~口縁部は横
大径は天井部と体部の ナデ。口縁部~天井部 灰白2.5Y 密。黒色粒子を多 口縁部~体部1/4残

4号横大 須恵器平瓶 器高 16.50 
稜線上にある。口縁部 に灰紬がかかる

良好
7/1 く含む。 存

25-6 -5 体部高 9.60 
は直線的に開く 内面横ナデ。ノタ目

が見られる

薬師横穴群 口径
平底から緩やかに内湾
しながら立ち上がる。 外面横ナデ 黄灰2.5Y

4号横穴 山茶碗碗 器高
断面が三角形の低い貼 内面横ナデ

良好
5/1 

密 1/7残存
25-7 -3 底径 (8.00) 

り付け高台が付く

平底から緩やかに内湾
薬師横穴群 口径 (13.60) しながら立ち上がる。

外面横ナデ 黄灰2.5Y
4号横穴 山茶碗腕 器高 6.65 口縁部は外反する。

内面横ナデ
良好

6/1 
密。砂粒子を含む 1/10残存

25-7 -4 底径 7.70 「ハ」の字状に閣く高
い高台が付く

薬師横穴群 口径 (9.80) 
平底から直線的に大き 内外面とも摩耗により 良 密。褐色粒子を多

4号横穴 士師器郎身 器高 1. 95 
く開く 不明瞭

にぶい燈5Y
く含む

1/5残存
25-7 -5 底径 (6.80) 

天井部は弓張り状を呈
外商天井部はへラ削

第57図
勝田ヶ谷横穴群

口径 11. 10 し、内湾しながら下が
り。体部~口縁部は横

不良 密。白色粒子を僅 3/5残存

1 
1号横穴 須恵器亦蓋

器高 る
ナデ。口縁部との境に

生焼け
灰5Y4/1

かに合む
28-10-2 一条の沈線を施す

内面横ナデ

外面天井部はへラ削

第57図
勝田ヶ谷横穴群 口径 11. 10 丸い天井部から内湾し り。体部~口縁部は横

密。白色粒子を含
1号横穴 須恵器 土干蓋 器高 4.40 ながら下がる ナデ。口縁部との境に 良好 灰白N7 1/2残存

2 28-3 -2 最大径 条の沈線を施す
む

内面積ナデ

丸底から緩やかに内湾
外面底部はヘラ削

第57図
勝田ヶ谷横穴群 口径 10.00 しながら立ち上がり、

り。体部~口縁部は横 密。白色粒子を含
1/3残存

3 
1号横穴 須恵器杯身 器高 3.90 口縁部との間に受けを

ナデ
良好 灰N6

む?
底部に rI Jの箆

28-3 -1 最大径 12.00 持つ。口縁部は内傾す
内面積ナデ

記号
る

外面 土不部の底部はへ
ラ削りの後、横ナデ。

杯部は内湾しながら立 体部と口縁部との境に

勝田ヶ谷横穴群 口径 (16.50) 
ち上がる。脚は「ハ」 二条の沈線を施す。口

第57図 の字状に聞き、二方向 縁部は横ナデ。脚部は 密。白色粒子を含 郎部1/2残存、

4 
1号横穴 須恵器高杯 器高 (15.00) 

に二段の透かしを入れ 横ナデ。一部に自然細
良好 灰N4

む 脚部1/2残存
28-6 -2 脚径 (13.50) 

る。裾端部は斜めに面 がかカミる

取りしている 内面杯部に自然紬が
かかる。脚部は横ナ
デ。ノタ目が強い

外面横ナデ。体部上

口径
半に自然粕がかかる。

第57図
勝田ヶ谷横穴群

器高
丸底から内湾しながら 体部中位よりやや下に

密。黒色・白色粒

5 
1号横穴 須恵器壷 ワ

最大径 18.10 
立ち上がり、体部上位 一条の沈線、上位に二 良好 灰白5Y7/1

子を含む
体部1/3残存

28-1 に最大径を持つ 条の沈線を施す
内面横ナデ。底部に
自然紬がかかる

僅かに平らな底部から
外面全面に自然紬が

勝田ヶ谷横穴群
口径 緩やかに内湾しながら

かかる。最大径に二条
器高 立ち上がり、体部中位 灰オリーフ 密。黒色粒子を多

1号横穴 須恵器壷
最大径 (13.40) よりやや上に最大径を

の沈線を施している 良好
5Y1/2 く含む

体部1/5残存

28-2 
持つo 肩部は内j湾気味

内面横ナデ。底部に

に内傾する
自然軸がかかる

脚は直線的に「ハ」の

勝目ヶ谷横穴群
須恵器高坪 脚径 (J2.00) 

字状に開く。裾端部は
内外面とも横ナデ。外

1号横穴 斜めに面取りしてい 良好 灰N5 密 2/3残存
28-6 -1 

脚部 脚高
る。三方向に透かしを

面に灰がかかる

入れる

勝田ヶ谷横穴群
口径 (12.30) 体部は緩やかに内湾し 内外面とも摩耗により 良 粗心 1~3皿l大の

1号横穴 土師器杯身
器高 ながら立ち上がる 不明瞭

燈5YR6/6 
砂粒子を含む

口縁部1/3残存

28-10-1 

勝目ヶ谷横穴群
天井部は弓張り状を呈 外面天井部はヘラ削

口径 (J0.90) し、内湾しながら下が り。体部~口縁部は横 密。白色細粒子を 1/8残存
1号横穴 須恵器杯蓋

器高 3.20 る ナデ
良好 灰N4

多く含む
28-10-3 

内面横ナデ

泊ミえり口f圭日 10
天井部は弓張り状を呈

外面全体に灰がかか

第四図
田ヶ谷横穴群 器高 3.60 

す。頂点に乳頭状のつ
る。天井部はへラ削

密。黒色粒子を含
1号横穴 須恵器部蓋 最大径 9.50 り。体部~口縁部は横 良好 灰5Y6/1 完形

1 
中 1-20-1 つまみ径 1. 90 

まみが付く。かえりは
ナチ。つまみはナデ

む

つまみ高 1. 35 
内傾する

内面横ナデ
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E 調査結果 4二占主土蓋壁蓋蓋

図版 遺構名
種目リ・器種 法量 形態 調整 焼成 色調 胎土 備考

番号 遺物番号

かえり口径7.70
天井部は弓張り状を呈

外面天井部はヘラ削

第59図
同ヶ谷横穴群 器高 3.75 

す。頂点、に乳頭状のつ
り。つまみはナデ。体

密。黒色粒子を含
完形

1号横穴 須恵器坪蓋 最大径 9.50 部~口縁部は横ナデ。 良好 灰5Y6/1 第59図10(中1-19
2 

中 1-5 つまみ径 1. 35 
まみが付く。かえりは

全体に灰がかかる
む

1)と対
つまみ高 1. 15 

内傾する
内面横ナデ

かえり口径7.75
天井部は弓張り状を呈 外面全体に灰紬がか

第59図
田 器高 3.40 

す。頂点に乳頭状のつ かる。つまみはナデ。 密。黒色粒子を含
完形

3 
l 須恵器杯葦 最大径 9.55 

まみが付く。かえりは 口縁部は横ナデ
良好 灰5Y6/1

む
第59図12(中1-2)と

中 1-13 つまみ径 1. 40 
外反気味に内傾する 内面横ナデ

対
つまみ高 1. 45 

口径 9.70 
外面天井部に灰がか

第59図
田ヶ谷横穴群

器高 4.40 
天井部は弓張り状を呈 かる。天井部はヘラ削

密。黒色粒子を合
1号横穴 須恵器杯蓋 す。頂点に乳頭状のつ り。体部~口縁部は横 良好 灰5Y5/1 完形

4 
中 1-16-1 

つまみ径 1. 50 
まみが付く ナデ。つまみはナデ

む
つまみ高 1. 35 

内面横ナデ

外国天井部はヘラ削

平らな天井部から内湾
り。体部~口縁部は横

田ヶ谷横穴群 ナデ。体部企口縁部と
第59図

1号横穴 須恵器 土干蓋
口f圭 10.20 しながら下がる。口縁

の境に一条の沈線を施 良好 灰N5
密。黒色粒子を多

完形
5 

中 1-11
器高 3.20 部は垂直に下がる

す
く含む

内面横ナデ。口縁部
に一条の沈線を施す

外面天井部~体部上
半はヘラ削り。体部下

第59図
田ヶ谷横穴群

口径 10.20 
平らな天井部から内湾 半~口縁部は横ナデ。

密。白色粒子を少
6 

1号横穴 須恵器珂、蓋
器高 3.85 

しながら口縁部まで下 体部と口縁部との境に 良好 灰N5
し含む

完形
中 1-16-3 がる 一条の沈線を施す

内面横ナデ。口縁部
に 条の沈線を施す

外面天井部はへラ削

平らな天井部から内湾
り。体部~口縁部は横

回ヶ谷横穴群 ナデ。体部と口縁部と Jし形
第59図

1号横穴 須恵器杯蓋
口f圭 11. 65 しながら口縁部まで下

の境に条の沈線を施 良好 Ei(N4  
密。白色粒子を含

天井部外面に
7 

中1-22 
器高 4.00 がる

す
む r 1 Jの箆記号

焼き歪みが見られる
内部横ナデ。口縁部
lこ一条の沈線を施す

外面天井部~体部上

日ヶ谷横穴群 平らな天井部から内湾
半はへラ削り。体部下

第四図 口径 10.10 半~口縁部は横ナデ。 密。黒色粒子を多
B 

1号横穴 須恵器杯蓋
器高 3.40 

しながら口縁部まで下
体部~口縁部に灰がか

良好 灰N4
く含む

完形
中 1-16-2 がる

カミる

内面横ナデ

口径 8.70 
平底から緩やかに内湾

外面底部~体部下半
日ヶ谷横穴群 しながら立ち上がる。

第59図
1号横穴 須恵器部身

器高 3.70 
口縁部との間の受けは

はへラ削り。体部上半
良好 灰5Y6/1

密。黒色粒子を含 口縁部の部欠
9 底径 4.40 ~口縁部は横ナデ む 損、ほぽ完形

中 1-20-2 
最大径 9.40 

退化し、口縁部は直立
内面横ナデ

する

中央が窪んだ底部から

田ヶ谷横穴群
口径 8.90 緩やかに内湾しながら 外商底部~体部中位

完形
第59図

1号横穴 須恵器坪身
器高 3.45 立ち上がる。口縁部企 はヘラ削り。体部中位

良好 灰5Y6/1
密。黒色粒子を含

第59図 2(中1-5)と
10 底径 3.10 の聞の受けは退化し、 ~口縁部は横ナデ む

中 1-19-1 
最大径 9.30 口縁部は僅かに外傾す 内面横ナデ

対

る

中央が窪んだ底部から

出ヶ谷横穴群
口径 8.60 緩やかに内湾しながら 外面底部はへラ削

第59図
1号横穴 須恵器杯身

器高 3.50 立ち上がる。口縁部と り。体部~口縁部は横
良好 灰5Y6/1

密。黒色粒子を合
完形

11 底径 2.80 の聞の受けは退化し、 ナデ む
中 1-10 

最大径 9.30 口縁部は僅かに内傾す 内面横ナデ
る

口径 8.85 
中央が窪んだ底部から

外面底部はへラ削
第59図

田ヶ谷横穴群
器高 3.45 

緩やかに内湾しながら
り。体部~口縁部は横 密。黒色粒子を合

完形

12 
1号横穴 須恵器 士干身

底径 3.00 
立ち上がる。口縁部と

ナデ
良好 灰5Y6/1

む
第四図 3(中1-13)

中 1-2
最大径 9.60 

の聞の受けは退化し、
内面横ナデ

と対
口縁部は直立する

外面底部はへラ削

丸底から直線的に開き
り。体部~口縁部は横

田ヶ谷横穴群 口径 9.20 ナデ。体部最大径に 完形
第60図

1号横穴 須恵器坪身 器高 4.60 
ながら立ち上がる。体

条の沈線を施す。口縁 良好 灰N5
密。 1~3四大の

底部外面に r1 J 
13 

中 1-8 最大径 9.85 
部上位に最大径があ

部の一部に灰がかかる
砂粒子を含む

の箆記号
り、口縁部は外傾する

内面灰がかかり調整
は不明瞭

口径 9.50 
平底から緩やかに内湾

外面底部はヘラ削
第60図

日ヶ谷横穴群
器高 4.30 

しながら立ち上がる。
り。体部~口縁部は横 密。黒色粒子を含

14 
1号横穴 須恵器郎身

底径 3.90 
口縁部どの簡の受けを

ナデ
良好 灰5Y5/1

む
ほぼ完形

中 1-21 
最大径 11. 85 

持つ。口縁部は内傾す
内面横ナデ

る
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E 調査結果 4.出土土器観察表

図版 遺構名
種目リ・器種 法量 形態 調整 焼成 色調 胎土 備考

番号 遺物番号

丸味のある底部から直
外面底部はヘラ削

回ヶ谷横穴群 口径 8.95 
線的に大きく閣きなが

り。体部~口縁部は横
密。黒色粒子を多第60図

1号横穴 須恵器杯身 器高 3.50 
ら立ち上がる。口縁部

ナデ。ノタ目が見られ 良好 灰 N4
く含む

完形
15 中 1-20-3 最大径 10.50 

との間の受けを持つ。
る

口縁部は外反気味に内
内面横ナデ

傾する

原部は平底から大きく
聞いて立ち上がり、口

外面坪底部はへラ削
回ヶ谷横穴群 口径 11. 30 

縁部は直線的に開く。
りの後、横ナデ。全体 密。 1~2皿大の

脚部は「ハJの字状に 褐灰5YR
白色粒子を多く含 完形

第60図
1号横穴 須恵 器高坪 器高 6.75 

開く。裾端部は斜めに
に横ナデ。口縁部との 良好

4/1 16 
中 1-6 脚径 7.95 境に 条の沈線を施す む

面取りしている。空洞
内面横ナデ

部は高い
焼き歪みがある

都部は丸底から直線的
に大きく開きながら立
ち上がり、屈曲して口

田ヶ谷横穴群 口径 8.95 縁部は直線的に聞く。
外面横ナデ ほぼ完形。脚のー第60図

1号横穴 須恵 器高杯 器高 8.15 脚部は「ハ」の字状に
内面横ナデ

良好 灰N5 密
部欠損17 

中 1-4 脚径 6.90 開く。裾端部は斜めに
面取りしている。空洞
部は高い
焼き歪みがある

部部は平底から直線的
に大きく聞いて立ち上 外面坪底部はヘラ削

口径 11. 15 
がる。口縁部はやや外 りの後、横ナデ。全体

密。 1~2皿大の
第60図

回ヶ谷横穴群
反する。脚部は「ハ」 に横ナデ。休部と口縁

良好
褐灰5YR

白色粒子を多く含 完形1号横穴 須恵器高杯 器高 7.20 
の字状に開き、槍端部 部との境に一条の太い 4/1 18 

む中 1-15 脚径 7.70 
は斜めに面取りしてい 沈線を施す
る。空洞部は高い 内面横ナデ
焼き歪みがある

杯部は平底から大きく
開いて立ち上がり、口

外面全体に横ナデ。
密。 1~2皿大の田ヶ谷横穴群 口1王 (10.55) 縁部は直線的に開く。

口縁部との境に一条の 口縁部1/4欠損第60図
1号横穴 須恵器 高土不 器高 (7.00) 脚部は「ハ」の字状に

沈線を施す
良好 灰N6 白色粒子を多く含

脚部1/3欠損19 
中 1-18 脚径 7.50 開く。裾端部は斜めに

内面全体に横ナデ
む

面取りしている
焼き歪みが大きい

外面罫底部から体部

部部は丸底から内湾し
下半に灰がかかる。全

田ヶ谷横穴群 口千至 (16. 30) 
ながら立ち上がる。脚

体に横ナデ
灰白2.5Y 密。黒色粒子を含

士不部1/12残存
第60図

1号横穴 須恵器高杯 器高 14.80 
部は「ハ」の字状に開

内面横ナデ。全体に 良好
7/1 む20 

中 1-12 脚径 12.00 灰がかかる。杯部・脚
く。空洞部は高い

部ともノタ目が見られ
る

郎部は内湾しながら立 外面郎部は横ナデ。
ち上がる。口縁端部の 1/3に灰がかかる。脚部

口径 13.25 
内側を斜めに面取りし は横ナデ。1/21こ灰がか

部部の一部欠損、
回ヶ谷横穴群

ている。胸]は「ハ」の カミる E疋白2.5Y 密。白色・黒色粒第60図
1号横穴 須 恵 器高杯 器高 12.30 

字状に開く。裾端部は 内面罫部は横ナデ。
良好

7/1 子を含む 脚部2/3欠損21 
脚径 10.70 中 1-1 

斜めに面取りしてい 1/3に灰がかかる。脚部
る。空洞部は高い は横ナデ。1/2に灰がか
焼き歪みがある かる

杯部は内j唱しながら立 外面全体に横ナデ。
ち上がり、口縁部は直 口縁部との境に一条の

田ヶ谷横穴群 口径 16.50 
線的に開く。脚部は 沈線、体部下半に三条
「ハ」の字状に聞く。 の沈線、脚部中位に二 灰白2.5Y 密。黒色・白色粒

ほぼ完形
第60図

1号横穴 須恵器高坪 器高 15.10 
裾端部は斜めに面取り 条の沈線を施す

良好
7/1 子を少し含む22 

中 1-16 脚径 12.00 
している。空洞部は高 内面 主軍部は横ナデ。
し、 底部に押さえ痕。脚部
焼き歪みが大きい は横ナデ

外面底部~体部下半
はヘラ削り。体部上半

休部上半に最大径を持
~口縁部は横ナデ。最
大径の部分に、櫛状施

田ヶ谷横穴群
口径 7.80 つ。口縁部はラッパ状

具による連続刺突紋、
密。黒色粒子を含第60図 須恵器 器高 12.85 に開く。脚は直線的に

その下位に細い一条の 良好
灰白10YR

完形
23 

1号横穴
脚付長頚壷 最大径 15.00 「ハ」の字状に聞き、

沈線を施す。脚は横ナ
2/1 む

中 1-14 
脚径 9.00 裾端部は斜めに面取り フJ ー

している
内面 口縁部・脚は横
ナデ。ノタ目が見られ
る

口径 9.50 
天井部は弓張り状を呈

外面天井部はへラ削 外面黄灰

第60図
回ヶ谷横穴群

器高 3.90 
す。頂点に乳頭状のつ

り。体部~口縁部は横 2.5Y6/1 密。黒色粒子を含
口縁部1/4欠損1号横穴 須 恵 器坪蓋

つまみ径 1. 23 
まみが付く。体部は緩

ナデ。つまみはナデ
良好

内面灰白 む24 
やかに開きながら下が中 1-19-2 

つまみ高 0.90 内面横ナデ 10YR7/1 
る
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E 調査結果 ι』主主蓋盈室蓋

図版 遺構名
種別・器種 法量 形態 調整 焼成 色調 胎土 備考

番号 遺物番号

外面底部はヘラ削

平底から大きく開いて
り。体部~口縁部は横

田ヶ谷横穴群 口径 9.80 ナデ
1号横穴 須恵器亦身 器高 3.45 

立ち上がり、屈曲して
内面底部は静止ナデ 良好 灰N4 密 完形

中 1-9 底径 4.20 
直線的に開く

体部~口縁部は横ナ
焼き歪みが大きい

デ。体部下半から底部
lこ灰がかかる

口径
天井部は弓張り状を呈

第63図
田

器高
す。頂点に擬宝珠状の

外面緑紬がかかる 暗オリーブ 密。黒色粒子を多
3 須恵器 士干蓋 つまみが付く。体部は 良好 体部中位以下欠損

1 2-1-4 
つまみ径 3.05 

緩やかに開きながら下
内面横ナデ 5Y4/4 く含む

つまみ高 0.85 
がる

平らな天井苦防ミら大き
外面 白然勅がかか

第63図
田ヶ谷横穴群

口径 (14.80) 
く開きながら下がる。

る。口縁端部に一条の 灰オリーブ

2 
3号横穴 須恵器杯蓋

器高
口縁端部は垂直。頂点

沈線を施す
良好 5Y6/2 密 1/4残存

2-1-3 につまみが付いていた
内面横ナデ

痕跡が認められる

国ヶ谷横穴群 口径 (9.80) 
体部下半は内湾しなが

外面体部~口縁部は
第63図

3号横大 須恵器士不身 器高 (3.20) 
ら立ち上がる。口縁部

横ナデ 良好
褐灰10YR 密

1/4残存
3 2-1-1 最大径(Jl.45) 

との聞の受けを持つc

内面積ナデ
6/1 

口縁部は内傾する

脚部は「ハ」の字状に
内外面とも全体に横ナ
デ。外面の透かしの間

第63図
田ヶ谷横穴群

脚高 7.50 
聞き、段をつけてさら

に二条の沈線、段の部 密。黒色細粒子を

4 
3号横穴 須j曹、器高杯

脚径 (J4.80) 
に「ハ」の字状に閑

分に一条の太い沈線を
良好 灰N6

多く含む
脚部1/4残存

2-1-5 く。四方向に二段の透
かしが入る

施す

日ヶ谷横穴群
口f圭(J2.00) 平底から直線的に開き

第63図 器高 4.30 ながら立ち上がる。口 内外面とも摩耗により 普通。褐色粒子を

5 
3号横穴 土師器主任

底径 (7.50) 縁部は直立し、端部を 不明瞭
良好 燈5YR6/6 

含む
114残存

2-3-1 
最大径(J2.50) 尖らせている

凹ヶ谷横穴群
口径 (9.50) 

緩やかに外反しながら
内外面 口縁部は横ナ

3号横穴 須恵器長頚査
器高

立ち上がりラッパ状に
フ一-

良好 灰N4 密 1/3残存
2-1-2 開く

外面底部~体部ヒ半
田ヶ谷横穴群 口径 10.00 

平底から緩やかに内湾
はへラ削り。緑紬がか

浅黄7.5Y
3号横穴 緑粕陶器小皿 器高 2.00 

して立ち上がる
カミる 良好

7/3 
密 完形

2-2 底径 4.75 内面横ナデ。重ね痕
が3ヶ所ある
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F まとめ

lV まとめ
各横穴群の玄室の平面形状・規模を見ると、構築された岩盤の性質に起因する相違を考慮しでも、

様々な形状が見られる O

横穴群毎の平面形状は以下の通りである O

借込横穴群は1号横穴が小規模な横長の楕円形、 2号横穴が三角フラスコ形、 3号横穴が丸底フラスコ

形と 3種3様である O

可?
1号横穴 2号横穴 3号横穴

大恒A横穴群は1号横穴が隅丸方形、 2号横穴が円形、 3号横穴が縦長の楕円形、 4号横穴が円形、 5号
横穴が円形片袖で、ほとんどが円形かまたは円形に近い形状をしている O 規模は1・4・5号横穴がほぼ

同じ規模で、 3号横穴がそれに続き、 2号横穴が小規模である O いずれも組合式石棺を伴い、 2. 3・4

号横穴は主軸に直交して配置し、 2・3号横穴は 1基ずつ、 4号横穴は2基ある o 1 . 5号横穴は主軸に並

行して配置し、 1号横穴は3基、 5号横穴は2基ある O

1号横穴 2号横穴 3号横穴 4号横穴 5号横穴

大恒B横穴群は 1号横穴のみで、丸底フラスコ形を呈し、薬師横穴群の2号横穴に類似している O 規

模は薬師横穴群の2号横穴よりやや大きい。

1号横穴

ーの谷A横穴群は 1号横穴が横長の楕円形、 2号横穴が隅丸方形、 3号横穴が丸底フラスコ形、 4号横

穴が横長の隅丸方形、 5号横穴が横長の楕円形を呈している o 1号横穴と 4号横穴が同じ形状で、規模も

ほぼ同じであるが、それ以外は統一性がない。なお、 2号横穴と 3号横穴は長軸に並行する組合式石棺

を1基ず、つ伴っている O

く7「寸 のイ寸
1号横穴 2号横穴 3号横穴 4号横穴 5号横穴
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ーの谷C横穴群は1号横穴が隅丸方形、 2号横穴が横長の楕円形、 3号横穴が隅丸方形、 4号横穴が縦

長の隅丸方形を呈している o 1号横穴はーの谷A横穴群の2号横穴に類似し、同様に長軸に並行する組

合式石棺を 1基伴っている o 2号横穴と 4号横穴は形状が異なるが極めて小規模で、いずれも牒床を伴っ

ている O

つ

υ
ηい
げのハ

1号横穴 2号横穴 3号横穴 4号横穴

ーの谷D横穴群は1号横穴が方形、 2・3号横穴が横長の楕円形、 4号横穴が円形を呈している o 1号

横穴は奥壁に付く組合式石棺を 1基伴っている。 2・3・4号横穴は、形状は多少異なるが、極めて小規

模であるところが共通している O

(
V
 

つけのけ
〔

V
1号横穴 2号横穴 3号横穴 4号横穴

欠下峠A横穴群は1号横穴のみで、横長の楕円形を呈している O 形状や規模が類似する横穴はない。

ロ
1号横穴

欠下峠B横穴群は1号横穴が横長の楕円形、 2号横穴が横長の隅丸方形を呈している o 1 . 2号横穴と

もに主軸に直交して配置された組合式石棺を伴っている o 1号横穴は1基、 2号横穴は2基ある O

1号横穴 2号横穴

欠下峠C横穴群は1号横穴のみで、円形を呈している。形状や規模が類似する横穴はない。

1号横穴
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薬師横穴群は 1号横穴が隅丸方形、 2号横穴が丸底フラスコ形、 3号横穴が隅丸方形、 4・5号横穴が

横長の隅丸方形を呈している o 1号横穴は牒床を伴い、 4号横穴は主軸に直交して配置された組合式石棺

を1基伴っている o 5号は極めて小規模である O

ll寸 口 a 
1号横穴 2号横穴 3号横穴 4号横穴 5号横穴

勝田ヶ谷横穴群は 1号横穴のみで、隅丸方形を呈している O 主軸に直交して配置された組合式石棺を

1号横穴

田ヶ谷横穴群は 1号横穴が縦長の隅丸方形、 2号横穴がやや縦長の隅丸方形、 3号横穴が隅丸方形を呈

している o 3 号横穴は主軸に並行して配置された組合式石棺を 1基伴っている。 2 ・ 3 号横穴は形~.犬が類
似するが、 1号横穴とは異なる。

口
1号横穴 2号横穴 3号横穴

以上のように、強いて類似性のある横穴群を挙げれば大恒A横穴群くらいである O 標高による位置関

係については記録がないので比較することは出来ない。

次に、各横穴から出土した遺物から横穴が構築された年代、あるいは追葬された年代を概観する O な

お、借込横穴群の1号横穴、大恒B横穴群の1号横穴、ーの谷A横穴群の1号横穴と 4号横穴、ーの谷C

横穴群の4号横穴、ーの谷D横穴群の2・3・4号横穴、欠下峠A横穴群の 1号横穴、薬師横穴群の2号

横穴と 5号横穴、田ヶ谷横穴群の2号横穴は出土遺物が無いため対象から除外しである O

須恵器の編年については、遠江須恵器編年(鈴木 2001) を用いた。

倍込横穴群の2号横穴は須恵器の均二身の口径が10cm前後で、小型化が進んだ遠江町期前葉に相当し、

7世紀中葉と考えられる o 3号横穴は土師器の蓋から 6世紀後半と考えられるが、定かではない。

大恒A横穴群の1号横穴は須恵器が遠江N期前葉に相当し、土師器の士甘が7世紀、鉄鉱は6世紀後半か

ら7世紀初頭に見られる特徴を示していることから、 7世紀初頭から中葉と考えられる。 2号横穴は須恵、

器が遠江N期前葉に相当し、 7世紀中葉と考えられる o 3号横穴は土師器の杯身が6世紀末頃と思われる

が、定かで、はない。 4号横穴は須恵器の短頚壷の口縁部片が出土しているが、この破片から時期を推測

するのは困難である o 5号横穴は須恵器の広口壷が遠江N期前葉に相当し、 7世紀中葉と考えられる O

ーの谷A横穴群の2号横穴は須恵器の?が遠江E期末葉に相当すると思われ、 7世紀前半と考えられる。

3号横穴は須恵器が遠江V期前半、土師器の蓋が8世紀に相当し、 8世紀前半と考えられる。

ーの谷B横穴群の1号横穴は須恵、器の大童が遠江N期前葉に相当し、 7世紀中葉と考えられる o 2号横

穴は土師器の皿から 8世紀前半と考えられる o 3号横穴は須恵器の杯蓋が遠江V期前半に相当し、 8世紀

前半と考えられる O

ーの谷D横穴群の1号横穴は須恵器片が2点出土しているが、

である O
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欠下B横穴群の1号横穴は、須恵器の杯身の口径が11.40~ 13.30cm と 9.30~9.75cm とに分かれること、

高坪の中に無蓋長脚2段透のもの(遠江田期前葉)があること、土師器の模倣士不蓋・杯身や査が6世紀

に相当し、鉄鉱が6世紀後半から 7世紀初頭に見られる特徴を示していることから、 6世紀後半と考えら

れるものと、須恵器の中に遠江N期前半から後半に相当するものとがあり、組合式石棺は 1基であるが、

7世紀中・後半に追葬が行われた可能性がある o 2号横穴は須恵器の土甘が遠江III期後葉に相当すると思わ

れ、 7世紀前半と考えられる O 組合式石棺は2基あり、同時期のものか追葬されたものかは、少ない出

土遺物から想定できない。

欠下C横穴群の1号横穴は須恵器が遠江田期後葉に相当すると思われ、 7世紀前半と考えられる。

薬師横穴群の 1号横穴は須恵器が遠江N期前半に相当し、 7世紀中葉と考えられる。また、山茶碗の

小皿は器高が低く底径がやや大きいことから 13世紀前半と考えられ、追葬あるいは再利用されたと考え

られる。 3号横穴は山茶碗のみが出土し、碗の口縁部が直線的に聞くか、僅かに外反し、高台の断面形

状が低い三角形か低く潰れていることから、 13世紀前半と考えられる o 4号横穴は須恵器の杯蓋が「か

えり」が有り、乳頭状のつまみが付き、口径が9cm大で、あることから遠江町期前半に相当し、 7世紀中

葉と考えられる。また、山茶碗の碗は口縁部が緩やかに外反し、高台の断面形状が三角形で高い高台が

付くことから、 12世紀前半と考えられ、追葬あるいは再利用されたと考えられる O

勝目ヶ谷横穴群の1号横穴は須恵、器が遠江田期末葉に相当すると思われ、 7世紀前半と考えられる O

田ヶ谷横穴群の1号横穴は須恵器が遠江N期後半に相当すると思われ、 7世紀後半と考えられる。 3号

横穴は須恵器の杯身が遠江N期前半に相当し、坪蓋が遠江V期前半に相当することから、 7世紀後半に

構築され、 8世紀前半に追葬が行われたと考えられる。

以上のように、毛森山横穴群は薬師横穴群の3号横穴が13世紀前半である以外は、 6世紀後半から 8

世紀前半に構築され、田ヶ谷横穴群は7世紀後半に構築されている O ただし、毛森山横穴群は調査され

た32基の内、半分の 16基が時期不明であり、横穴群全体を掌握できたとは言えない。

最後になるが、本報告書は、冒頭から繰り返し述べているように、当時の調査の様相が一切不明であ

り、充分なデータも残されていない状況下で、現存する資料の中でしか記載できない。したがって、こ

の報告書は内容的に概報に近く、報告書としては不完全な部分が多分にあるであろう O これは、調査後

から報告書作成に至るまでに28年という長期間を要したことにもよるが、実際の作業が連綿として行な

われたものではなく、実情は中断し作業が行なわれていないのである。こうしたことは、様々な要因が

あり、それらを今、ただ批判するだけでは何も解決しない。当時、遺跡に対する理解の低さや発掘調査

が実施できる職員体制がない中で、開発計画が持ち上がり早急に発掘調査を実施しなければならない状

況で、外部の調査員を急きょ依頼して調査したが、整理作業までは考慮されていなかったのではないか。

こうした様々な行き違いの中で、起こり得たものである O しかし、毛森山の各横穴群は、その立地や分

布、横穴の形態等、当該地域の様相を考察する時、実に重要な位置を占め、様々なデータを与えてくれ

るものと考えている O こうした貴重な資料を眠らせておくには偲びなく、広く公開すべきものと考える O

また、そのことが、当時の発掘調査等に携わった人々の労苦に報いるものである O この度、各方面の関

係各位からご尽力をいただき、ょうやく「毛森山横穴群」発掘調査報告書が刊行できた。内容的に不備

な点やご批判等多々あると思うが、皆様方にご一読いただきご教示願いたい。
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